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その秘密、私の手には負えません！




～完璧上司はお人好し女子を落としたい～









［著］泉野あおい

［イラスト］みずきひわ
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「聞いたら秘密は守って、必ず協力しろよ」

　私、こと近衛このえ沙希さきは、その夜、自宅リビングの壁際に追い詰められ、目の前の男に低い声ですごまれていた。

　男は私より二十センチも高い百八十センチの身長に、程よい筋肉のついた身体。皺ひとつないダークグレーのスーツを着込んでいる。

　地毛なのにふんわりしたブラウンの髪に、髪と同じ色の優しそうな眉。私にそっくりだとよく言われる少し垂れた目と艶のある唇。

　若くして日本を代表する大手総合不動産デベロッパー天ヶ瀬あまがせグループの会長第二秘書となったのは歴代でもこの人だけで、会長直々に声がかかったらしいと社内で噂されている。

　私も経緯はよく知らないけど、会長直々というのもあながち嘘でもなさそうだ。

　私以外の人間の前ではまさに品行方正そのもので、恐ろしい話だがいつのまにか役員連中を手懐けていると聞く。

　相変わらず全く抜け目のない性格には、年々拍車がかかっていた。

　とにかくそんな男が、普段周囲に見せている姿とは正反対の威圧的な態度で私の目の前にいる。

　私の顔の右横には彼の手。そう、これは壁ドンだ。ドーンとされている真っ最中である。

「なら私は聞かないから安心して。だから兄さん、とにかくこの壁ドンしてる手をのけて。邪魔で部屋に行けないから」

　私だっていつもやられっぱなしじゃない、とばかりに、目の前の兄・悠希ゆうきに毅然とした態度を取ってみた。

　すると兄はニコリと爽やかな笑みを私に向ける。瞬間、背中から寒気が駆け抜けた。

　二十六年間の経験全てが、頭の中で警鐘を鳴らしている。

　反射的に手のない左側に動こうとしたが、そちら側も壁ドンで阻止された。

　六つ離れた兄は昔から暴君なのだ。

　しかも、見た目は優し気なイケメンで、外面だけは非常にいいものだから、彼が暴君であるなんて誰も信じてくれなかったのもタチが悪い。

　いや、信じてくれる人は一人いたか……。

　兄の幼馴染で、今は私の上司である天ヶ瀬礼人あやと部長だ。

「礼人のことなんだ」

　聞いてもないのに、兄は勝手に話し出した。

　今しがた思い出していた人物の名が出てきて、驚いて兄の目を見る。

「だから、私は聞かないってば。部長の話ならもっと聞かない！」

「部長って言うなよ、気持ち悪いな。沙希も昔は〝礼人〟って呼んでただろ？」

「上司だし、呼び間違えたくないの。距離も縮めたくない」

　それは兄のせいだ。

　正直に言えば、部長はまだ幼かった私の初恋の人だった。

　けれど彼と私の家柄が釣り合うはずもない。彼が会社の上司になって皆にモテるのを目の当たりにして、事なかれ主義の私の恋愛対象からはさらに遠のいた。

　なにより一番の問題は、彼が兄の親友であることだ。兄の親友である彼と男女の関係になるなんて、考えただけで寒気がする。

　――私は兄に関係のない男性と付き合いたい。

　それだけが散々兄に振り回されてきた私の夢であり、譲れない条件だった。

　夢をかなえるには、兄の親友である部長は一番アンタッチャブルな存在だ。

　なのに兄は勝手に続けて話し出した。

「その礼人なんだが、会長が薦める見合いですでに十連敗している」

「……へ？　いま、なんて？」

　部長がお見合いに十連敗？　なんで？

　私が言うのもなんだけど、天ヶ瀬グループ天ヶ瀬不動産海外事業本部で部長である彼は、部内ぶっちぎりで付き合いたい男性ナンバーワンだ。部内どころか社内でもぶっちぎりである。

　理由は、品行方正、清廉潔白、容姿端麗、なんて四字熟語が全て彼に当てはまるから。さらに、天ヶ瀬グループ会長の孫で天ヶ瀬不動産社長の一人息子。つまり、天ヶ瀬グループの後継者になる確率が非常に高い。

　その上、彼は仕事も上司としても完璧すぎて欠点なんて見えない。

　浮いた話も聞かないが、かといって女性を毛嫌いしているのかというとそうではなく、女性との会話や仕草だってスマートだ。

　だからこそ、お見合い十連敗なんて称号は彼には似合わないと思った。

　思わず聞き返してしまった私に兄の目が光った。

「見合いに十連敗中は事実だ。沙希、なにか心当たりでもあるのか？」

　つい顔をゆがめる。

　実は完璧な部長には、部署の中でまことしやかにささやかれているプライベートな噂がある。

　あまりに完璧すぎるのに彼女の噂一つ出たことがないので『もしかして恋愛対象は男性なのでは？』というものだった。

　ちなみに部の男性で『部長になら抱かれてみたい』と言った人は二人いる。

　――沙希さん、あの噂の真相確かめてみてくださいよぉ。気になって夜も眠れません。

　そう言っていたのは、今年異動してきた二期下の奥田おくだ恵めぐみさんだ。

　もちろん私は確かめるわけもなかったし、そんな確かめてもいない噂を兄に言えるわけもない。

「知らないよ。そんなプライベートなこと、私はなにも知らない」

　とにかく知らないふりを決め込む。

　そもそも、私はその噂が信じ切れずにいた。部長は自分の初恋の人だったから余計かもしれない。

　彼はとにかく真面目なのだ。

　結婚する女性としか付き合えない、とでも言われたほうが現実的な人だ。

　すると兄は深いため息を吐いた。

「相手は良家の子女ばかりで性格も見た目も申し分ないのに、どうも礼人のほうが見合いで女性にぶしつけな態度をとっているようでな。あまりに心配した会長が礼人に結婚する気があるのか聞いてみたら、『見合いのどの女性にも嫌悪感しか抱かずまったく興味がなくて困っている。女性に触れられると寒気がする』と言ったんだ。俺も直接聞いた」

「えっ……」

　どうやら私の直感よりも噂の方が本当だったらしい。

　上司の噂の真相を知ってしまい言葉が出てこない。

　女性に触れられると寒気がするんだ。そうか。そうなのね。つまり、部署の噂の方が真実だったのね……。

　なぜか少しがっかりしている心のうちに気づいて、頭を振る。

　いやいや、なんで今私、ちょっとがっかりした？

「それはもう会長が心配されていてな……」

　兄はもう一度深いため息とともに低い声で言う。

　いつも飄々ひょうひょうとしている兄が深刻そうに顔を暗くしていて気になった。

「あんな会長を見たのははじめてだ。それに、友人としても俺は礼人が心配なんだ」

　意外に上司と友だち思いな兄の真剣な言葉に心動かされそうになる。

　ちなみに兄は、これまで会長の話題を家で漏らしたことは一度もない。どんな小さなことでもだ。

　それくらい気を使って仕事をしているのだろうと思っていた。

　しかし、今回に限って兄がこんな重要な情報を漏らしてしまったのは、相当会長と部長が心配だったからだろう。

　先ほどまでの威圧的な態度は消え、兄は雨に濡れた仔犬のような目で私を見ていた。

　――聞いたら秘密は守って、必ず協力しろよ。

　急に兄の最初の言葉が脳裏に浮かんで嫌な予感がする。

　逃げ道を再度探ったところで兄は私より先に口を開いた。

「沙希、お願いだ。会長から頼まれていると明かさずに、礼人が女性に興味を持てるように協力してくれないか？」

「それってどういう意味」

「礼人を誘ってほしい。礼人が女性と付き合うのはいいものだなって感じてくれるだけでいいんだ。お前みたいに普通の女相手のほうが礼人も構えなくていいだろ。そうしないと何度見合いをしても前に進まないしな」

　一体兄は何を言い出したんだ。

　切実にどうにかしたいという気持ちくらい私でもわかる。

　天ヶ瀬部長は社長の一人息子。天ヶ瀬グループはこれまでも血縁が代々あとを継いできた。つまり企業の存続は彼の肩にかかっているのだろう。

　いつもお世話になってるし、部長が困ってるなら助けてあげたいと思うけれど。

　でも、残念ながら彼は今、私の直属の上司だ。部下にそんなことを知られていると知れば、彼のプライドだって傷つくだろう。

　しかも付き合った経験は一人で、特段いい経験でもなかった私なんかの経験値では何の役にも立てない。

「ごめん。さすがにそれは無理だよ。勘弁して」

「報酬が好きなところへの海外旅行だとしても？　滞在費だけなく旅費も現地での必要経費も全部出してやるぞ」

「う……」

　海外旅行は私と兄の趣味だ。といっても一緒にという話ではなく、それぞれ友だちや一人で海外を旅する。

　今私は海外事業本部にいるので、仕事で海外に行けるチャンスは他よりは多かったけど、仕事が忙しいので休めるのは基本繁忙期と言われるとき。費用は跳ねあがり、なかなか行きたい国には行けない。

　好きなところ、と言うからには、スイスでもいいのかな。イギリスもまた行きたい。

　一瞬釣られかけて首を横に振る。それとこれとは話は別だ。

「報酬の問題じゃない。部長は私にそんな話を知られてるって知ったら傷つくよね。そういうのはあまり人に話さないほうがいいよ」

「だから言っただろ。『聞いたら秘密は守って、必ず協力しろよ』って。沙希が誰にも話さないなら問題ない」

「私は聞かないって言ったじゃない！　兄さんが勝手に話し始めたんでしょう！」

　私が怒って言うと、兄は少し考えて思いつめたように唇を噛んだ。

「……わかった」

「やっとわかってくれたのね？」

　さすがに横暴な兄でも親友の結婚の行方を妹に託すようなことしないわよね、と考えていると、兄は鞄から褐色の瓶をいくつか取り出す。

　どう見ても日本語や英語ではない言語のラベルが貼ってある怪しげな瓶だ。

「沙希がやらないなら俺がやる！」

「な、なにその瓶。何する気……？」

　ごくりと息を呑んでしまう。どうも嫌な予感しかしない。

　兄はやけにハキハキと言った。

「精力増強剤だ。海外の友人たちから集めた。今度の見合いで仕込む。一度そうなってしまえば、責任を取らせればいいだけだからな」

「はぁ!?　何言ってるの!?」

　慌てて止めようとするが、兄はもう聞いていない。すでになにやらブツブツ言って真剣に策を練っている。

　考えてみれば、兄は会長に絶対的な忠誠を誓っている。

　会長のためなら犯罪までやらかしそうだ。いや、目的のためならきっとやる。妹だから分かる。

「だ、だめー！　待って、待って！　ちょっと待って！」

「仕方ないだろ。もう他に手はないんだから」

　なんでそれしか手がないのよ!?

　でも兄のいう通り、私だっていい手段が浮かんでいるわけじゃない。

　それでもさすがに部長がかわいそうだ。

「お前がやるっていうなら止める権利はあるが――」

「分かった！　分かったわよ。私がやるから本当にやめてあげて！」

　思わず叫んでいた。兄は、ぱぁ、と輝くような表情を浮かべる。

「本当か？」

「う、うん……」

　喜ぶ兄の姿を見て後悔が押し寄せるが、今更引き返します、なんて言えない。

　私は顔をしかめながらなんとか頷いた。すると兄は急に元気な声で、

「よーし、そうと決まれば早速デートして来いよ！　あ、泊まりでもいいからな！」

　なんて言うのだった。

















第一章












「泊まりでもいいって、妹に言うことかな？」

　部長と泊まりって……ありえない。

　そもそも男性にしか興味がないならそんなの迷惑でしかないだろう。

　って私は何を考えてるのよ。いくら協力するからってそんなことまでするはずないじゃない！

　朝からとんでもない想像をして、頭を横に振りながら会社の入り口ゲートで社員証をタッチする。そのまままっすぐ歩いて、エレベーターに乗るところで当人――天ヶ瀬礼人部長に声をかけられた。

「おはよう、近衛。どうした？　顔色が悪いが寝不足か？」

　切れ長の目もとに意志の強そうな眉毛。このせいで初対面の人には少し厳しく見られがちだが、内面は兄よりも断然優しい。

　見た目や生まれがいいだけでなく、性格も頼りになって温厚で真面目。時折ふいに見せる優しい笑顔のせいで、部署の女性どころか男性まで虜にしている私の直属の上司だ。

「い、いえ。大丈夫です」

　驚いて思わず視線を逸らしてしまう。

　エレベーターに乗り込み、ちらりと横を見上げる。

　身長は百八十センチの兄より少し高い。髪のサイドは短めだが前髪は少し長め。誰が見ても端整な顔をつい見つめてしまった。長い手足、指まですらっと長い。

　まさに、どんな相手でも選び放題な見た目と性格である。

　そんな人、私が誘ったところで無理じゃない？　男性が恋愛対象ならなおさら。今更だけど、女性と付き合うのはいいと思わせるって、かなり難易度が高いミッションだ。

　一体どうすればいいんでしょう。聞きたいけど、聞ける相手なんて誰もいない。

　考えているうちにエレベーターが海外事業本部のある十五階に着く。

　エレベーターを出ると、部長が覗き込んできた。

「やっぱり様子がおかしいな。本当に大丈夫か？」

「いや、えっと……来週の会議資料、間に合うかなって考え事をしていただけです」

　大丈夫そうだけど、仕事の話に無理矢理切り替える。すると部長は上司として心配した顔になった。

「なんだ、どこで詰まってる？」

「ご心配には及びません」

「明日は土曜だろ。土日はきちんと休めよ」

「はい。今日の定時までには何とかできます」

　というか、ただの言い訳に使ってしまっただけなので、できる。






　そう思っていたのだけど……。

　その日は予定外の業務が入って、本当に残業になってしまったのだ。

　ポツンと残っていた私を見て部長が眉を寄せる。

「大丈夫じゃないじゃないか」

「大丈夫な予定だったんです、本当に」

　天ヶ瀬不動産海外事業本部は、基本的に海外の街づくり事業を現地の社員と連携して企画する部署だ。

　私はこれまではタイの高級住宅地の開発に携わっていたが、実際に開発が決まってしまえば現地の社員が中心となり、日本の社員は出番が少なくなる。

　そこで新しく始まった台湾での大型商業施設とオフィスビルの開発計画に合流することになった。建物の着工が控えていて、中に入る店舗や管理を任せる会社の選定が始まっていた。

「どこか俺ができるところある？」

「いえ、まさか部長にご迷惑をおかけするわけにはいきません」

「いいから。一人で抱え込んで終電逃がされでもした方が迷惑だ。ほら貸して」

　部長の大きい手が差し出される。

　部下を残業させすぎると管理者としてお咎めがある、と同期に聞いていたので、確かにこのままでは帰りにくいだろうと納得した。

「ありがとうございます。では、お言葉に甘えて、年間運営管理方針の確認をしていただいてもいいですか？」

「あぁ」

　部長は書類を受け取るなり、すでに退社している隣の奥田恵さんの椅子に腰を下ろす。

　部長席で作業するものと思っていたので、急に隣に座られてドキッと心臓が跳ねた。

　部長の字っていつ見ても綺麗。なんかいいにおいまでする。対して私は焦りから汗をかいてしまっているけど、大丈夫だろうか。……じゃなくて集中しなきゃ終わらない！

　慌ててまたパソコンに向かい合う。

　一時間ほどして、部長が私に書類を渡した。

「よくできてる。もう少し、ここの関連会社の役割分担は細かくしてみた方がいいな」

「はい」

　日本で企画する場合と同じく、海外のものであっても予算管理などを立案し、現地の関連企業にも納得してもらう必要がある。ただ、言語が日本語かそれ以外か、また、国によって説得の方向性も変えなければならない。特に今回の事業はかなり詰めていかないと現地の相手を納得させるのは難しい。

　頷き、部長の細やかな赤入れを見ながら修正を加えていった。

「思ってた以上に早く終われました！　ありがとうございます」

　終わったころには、時計は夜の九時すぎを指していた。終電に間に合わないかもしれないと思っていたのに、十分余裕のある時間だ。

　部長に目を向けると、彼は首の後ろに手を当てコリをほぐしている。

　そういえば先週末は他のチームの応援で、ドイツに行っていたんだっけ。部長は全然休めていないんだ……。

　せっかくの週末なのに残業に付き合わせてしまった申し訳なさが襲ってきた。

「あの、よければ軽く飲みに行きませんか？　お礼に奢ります。無理にとは言いませんが」

「え？」

　部長は端整な顔を時計に向ける。そこで急に兄を思い出した。

　兄に頼まれていた話なんてきれいさっぱり忘れていたけど、なんで私は自分から飲みに行こうなんて誘ってしまったんだろう。今まで部長をこうして誘うなんてなかったのに。

　純粋にお礼がしたかったし、決して特別な意図があったわけじゃなかった。

　だけどこれはチャンスかもしれない。

「部長と二人で飲んだことがないから、一度一緒に行ってみたいと思っていたんです」

　なんとなく断りづらい言葉を加えていた。すると私の顔を見て部長が頷く。

「腹も減ったし、終電まで行こうか」

「はいっ」

　ほっとしてつい大きな声で返事してしまった。

　部長はそんな私を見て、すっと目を細めた。






　店を調べようとスマホを取り出したら、部長がいい店があるんだ、と言ってくれた。

　そこは会社から駅までの間の路地にある落ち着いた雰囲気の焼き鳥屋。ちょうど二人組が店を出てカウンターに滑り込めた。金曜の夜なので他は満席だ。

　席に着くなり、「「ビール」」と部長と声が被って思わず笑い、なんだか緊張していた空気がふわっと解けた。

「焼き鳥はビールだよな」

「ですね」

　ビールが来て、部長がいくつか串を注文してくれたら乾杯。

　仕事や部長を誘ったことで焦って汗をかいたためか、のどにすっきり通っていくビールはおいしい。

　部長もおいしそうにビールを流し込むと、少し考えたように口を開いた。

「元から知り合いだったけど、こうして上司と部下として二人で飲みに来たことはなかったよな」

「まぁ……」

　それは私が避けていた節もある。考えていたら部長は言い当てた。

「俺のこと避けてたもんな」

　バレてました？　でも、当たり前だ。部長ならわかってくれるはず。

「すみません。部長は〝あの〟兄の親友ですから警戒くらいします」

「悠希は昔から本当に仕方のないやつだな」

「わかりますか？　わかりますよね。なぜか私が社会人になってからさらに裏表がひどくなってて。どこまでひどくなるのか不安でしかありません」

「ふはっ！」

　堪らない、と言った感じで部長が吹き出す。

　私は自分の苦労をわかってくれる唯一の人間と話せることが嬉しくて仕方なかった。

　ビールをもう一度喉に流すと、アルコールの効果で饒舌になってしまう。

　途中から焼き鳥も加わり、さらにアルコールも話も進んだ。

　これまで兄にかけられた散々な迷惑。以前は言いなりにしかならなかったが私も反抗できるようになってきたこと。

　それを唯一知っている部長は楽しそうに笑いながら頷いて聞いてくれる。

　部長のおかげで、これまでの苦労が薄くなる気がした。

「部長はご存知だと思いますが、あんな兄でも彼女は切れないみたいなんですけどね。昔から外面がいいから告白はすごくされていて、高校時代にあの美人な生徒会の副会長と付き合ったりして」

　ちなみに当時の生徒会長は天ヶ瀬部長だった。

　部長が生徒会長、兄が副会長になると誰もが思っていたが、本人たっての希望で兄は書記というポジションに収まった。そのあたりも兄らしい。

「副会長……桃谷ももやか。そういえばそうだったな」

「そうですよ。しかも私ずっと知らなかったの。兄のせいで私なんて黒歴史を積み重ねて来たのに、兄だけしっかりかわいい彼女作っていい気なもんですよ」

　ふと時計を見ると、終電の二十三時五十五分に近づいている。楽しくてつい話し込みすぎた。

　兄の文句を散々言ってすっきりしたところで、ふいに兄の命令を思い出して『私にやれるだけのことはした』と言えるだけの材料を作ろうと決める。

「天ヶ瀬部長は、彼女……いえ、お付き合いされている方はいないんですか？」

　私はまっすぐ部長を見つめていた。

　ゴクンと息を呑む。自分が緊張していることに気づいた。部署の噂も気になっていたから余計かもしれない。

　部長は少し考えると、誤魔化さずに真剣に答えてくれた。

「いない。真剣に付き合いたいと思える女性でないとな」

「そうですか……」

　部長の口調は本心を物語っているように感じた。

　男性に興味があるとかじゃなくて、それがきっと全てなんだろう。

　念のため『お付き合いされている方』と言いなおして聞いたが、『女性と』と言ってくれたことに、なぜかホッとして息を吐いていた。

「やっぱり部長ってすごく真面目なんですよね」

「真面目？」

「そう、真面目過ぎますよ。環境的にそうだったのかもしれないですが」

　部長が幼少期から厳格に育てられてきたのは知っていた。

　特に部長の父である社長は、次期後継者となるであろう部長を昔から一度も褒めたことはなかったそうだ。

　今でも二人がフランクに言葉を交わしているところは見たことも聞いたこともない。

　部長自身も優しくフランクに見えるけど、その実、本心で誰かを頼っているようには見えなかった。良くも悪くもみんな同じ距離感で接している気がしていたのだ。

　それは彼が真面目だからこそかもしれないけど。

「あまり深く考えずにまずは軽く付き合ってみるなんてどうでしょう」

　だから、余計にそう思った。

　恋愛は少しくらい不真面目で、彼の気持ちが軽くなれる場所になったほうがいいんじゃないかって。年下でさらに部下の私が偉そうに言える立場でもないんだけど。

　しかし、部長はじっと私を見つめて、難しい顔で黙りこんでいた。

「いいのか」

「……え？　いいと思います、けど？」

「そうか」

　部長は決心したように呟いた。

　よかった。これで私の役割は十分果たした。

　もう終電だな、と思い、私は伝票をもって立ち上がる。

「あの、お会計、今日は私が――」

　しかし、突然伝票を取られて、手も取られる。

　部長はそのまま手早く会計を済ませ、私の手を引いて店を出た。大通りに入り長い脚でズンズン進んでいく。

「あの、駅は反対です」

　そう言っても部長は聞いてくれない。

「部長、どこに行くんですか！」

「まずは付き合ってみるのはどうか、と言ったのは近衛だ」

「……え？」

　なんのこと？

「責任をもって近衛が付き合ってくれるんだろう」

「えぇっ!?　あれはそういう意味じゃ――んむっ……！」

　言葉の続きは、突然、脇道に連れ込まれたあとのキスにかき消された。

　背中に腕を回し、もう片方の手で後頭部を捉えられる。

　身じろぎもできないまま唇を重ねられ、さらにキスは続く。

「ふぅ……んっ……」

　突然の出来事に驚いたのもあるけど、キスはあまりにも衝撃的で、濃厚で、そしてふわふわと気持ちよくて。身体からふにゃりと力が抜ける。

「待って、ちょっと、ぶちょ……！」

「礼人だ」

「んんっ！」

　またさらにキス。

　なぜか強引ですね――――!?

　というかここは、脇道とはいえ、誰に見られるともわからない公道です！

　やっと唇が離れる。と思ったら、部長は私の髪に手を入れてゆるりと撫でた。

「んっ……」

　なんだかその指使いに変な気持ちになってくる。

　部長を見ると、彼はちらりと視線を横に逸らした。横を向いて視線の先を追うと、帝都パラシオットホテルがそびえ建っている。

「泊まろう」

「え」

「ここで帰れる？」

　ちゅ、とまた唇にキスを落とされる。するりと頬を撫でた部長の顔は、何故か挑戦的だ。

「…………」

「ほら、終電も過ぎた」

「部長のせいですけど」

「あぁ。でも、火をつけたのは沙希だ」

　突然名前で呼ばれて弾けるように部長を見つめる。

　――狡い。

　どうして今、名前なんかで呼ぶんだろう。

　完全に部長であったなら帰れたかもしれない。でも、沙希、と呼ぶのは部長ではなく、初恋をした彼だった。

　私は視線を落として、なんとか口を開く。

「ぶ、部長は、女性とのこういうの、興味ないんじゃ――」

「ないわけないだろ」

　至極、当たり前のように彼は言った。

　うすうす気づいてたけど聞いてた話と全然違います！






　なんで流されてしまったのだろう。その時の感情を誰かに教えてほしいくらいだ。

　だけど十五分後には、私と部長は帝都パラシオットホテルの部屋の中にいた。

　部屋に入るなり逃がさないとでも言うように私の頭の後ろに大きな手を添えて、少し開いた唇から舌が強引にねじ込まれる。

　流し込まれる唾液が飲み込めないまま、唇の端からこぼれた。

　口の中も、頭も熱い……。

「抱いていいな？」

　ギラギラした獣のような目に射貫かれて言われると、心臓がぎゅっとなって呼吸が一瞬止まってしまう。

　目の前の男性はさっきまではただの上司で、隣で仕事をしていた人。そのギャップにこちらが完全にやられてしまいそうだ。

　熱に浮かされ、こくん、と頷いてしまう。

　そうしている間も、指の間に指を這はわされ、ぎゅっと手を握られた。まるで逃げるなと言わんばかりだ。

　こんなことしなくても、私はここから逃げないのに。

　そんなふうに思うなんて酔っているのかな、それとも……。

　もう一度キスをされた。今度は絡まる舌につい応えてしまう。何度も舌を絡め合った後、最後に舌先をちゅう、と吸われて唇は離れていった。

　トップスの裾から手が入る。一瞬、身体を固くしたけど、彼の右手は遠慮しないと言うように、背中を撫で、いつの間にかブラのホックを器用に外していた。

　次の瞬間には、手は直接胸に触れていた。やわやわと確かめるように撫でていたと思ったら、先端を摘ままれる。突然の刺激にビクンと身体が跳ねてしまう。

「ぅんっ、や……！」

「嫌？」

　彼は左手で私の後頭部を支えるとキスを続けながら、右手の指の腹ですりすりと胸の先端を撫で続けている。そのたび私の身体はびくびくと跳ね続けた。

「や、恥ずかしい、からぁっ」

「あぁ、身体が跳ねてしまうのが恥ずかしいんだ。もしかして涙目になってしまうのも？」

　その解説はいりませんよ！

　ハクハクと短い息を吐きながらぎりぎりで立っているので縋すがることができるのは部長しかいない。

　彼のスーツの背中を掴むと、クスリと微笑む気配がしてもう一度深いキスをされた。

「んっ、ふぅ、んっ……」

　自分からも舌を絡ませていると、後頭部に添えられていた左手が動く。

　背中からつつ、と指が下にさがり、スカートの上から太ももを撫でた。

　刺激にびくん、と身体が震える。

　いつの間にかショーツが濡れて冷たくなっていると気づく。

　知られたくなくて脚をすり合わせ、太ももに力を入れて触れられないようにしたものの、結局スカートの下から入り込んできた手に簡単にこじ開けられて、ショーツの上から触れられた。

　くちゅん、と恥ずかしい水音が響き、思わず脚を閉じようとする。

「だめ、脚は閉じないで」

「でも……」

　ショーツの上から指が優しく往復する。

「すごいな」

　低い声に顔が真っ赤になっていくのを感じた。

「ふぇ……！　ちがって。ち、違うんです……」

「なにが違うって？」

　意地悪く言いながら、ショーツの横から指を差し込まれた。指が濡れた場所を確かめるように動く。

　まるで嘘を言ったお仕置きのように先程より大きな音を立てて往復していた。と思ったら、さらにソトの尖とがりに彼の固い指先が触れる。

「きゃんっ……！」

　仔犬みたいに鳴いてしまうと、彼はまた微笑んだ。

「かわいい」

「あ、も、それ、ぁ、やっ、やめてぇ……！」

「それって、どれのことだ？」

　そう言いながら、指の先で敏感な先端をくるくると撫でる。

「ふぁ……！　んくっ、あ、あ、あっ……！」

「想像以上にかわいいな」

　ハクハクと息をしている最中も追い詰めるように指は尖りを撫で続ける。クニクニと優しく、時々少し強く撫でられて、どんどん限界に向かっていく。

　まだ部屋に入って数分。それなのに……。

「ひゃっ、だめっ！　もっ」

「いいよ、イッて」

　ぐり、と強く押し込まれるともうだめだ。

「ひゃああんっ！」

　ぎゅう、と彼の背中を強く掴んでしまう。絶対しわになってしまうけど、そんなことを考える余裕はなかった。

　次の瞬間、どっと疲れが出て、脚から力が抜けると、私の身体を彼が支えた。

　彼は少し汗ばんだ私の額にキスを落とすとぼんやり彼を見上げた私に言う。

「上手にイけてえらいな」

　仕事で褒められた時は嬉しかったけど、これは全然嬉しくない。

「ふぇ……」

　部長は泣きそうになった私を抱き上げ、それからベッドに向かった。

　そうか、まだベッドにもたどり着いてなかったんだ。

　ベッドのスプリングが背中で音を立てる。

　彼はちゅ、と優しくキスをしてから、乱れたままの私の服を全て取り去って裸にしてしまう。最後にショーツが残っていて、それを取られるときは、なんとなく抵抗してしまった。

「濡れて気持ち悪いだろ？　これも脱ごうな」

「うっ……」

　やっぱりその解説はいらない……。

　気を抜いた途端に、ショーツまでスルッと脱がされてしまう。彼もジャケットを放り、ベストもシャツも邪魔だと言うように乱暴に脱いだ。

　男らしい胸板が目の前に晒される。凝視してしまった後、視線を宙に浮かせた。

　それに気づかれたのか、クスリと笑われる。

「見てていいよ」

「い、いえっ、すみません」

　やけに男らしい肉体に、なんだか見てはいけないものを見た気になってしまった。

　もう十分、上司の見てはいけないものを見ている気もするけど。

「考え事？　随分余裕だな」

　余裕なんて一ミリもない。だからこそ違うことを考えていないと、気持ちも身体も全部持って行かれそうで怖い。

　これはきっとただの一夜の過ちってやつなのに。

　ちゅ、と軽く口づけられる。

　と思ったらリップ音を響かせながら、首筋にキスを落とす。次はすぐに胸の先端を口に含んで、じゅう、と強く吸った。

「はぁぁっ……！」

　餌を貪る獣のように胸の先端を口に含まれながら、反対の乳首を摘ままれる。くりくりと先端をいじめる指先のせいで、どんどん追い立てられていく。腰が跳ねて、背中全体がベッドにつく間もない。

　それをわかってか、彼はさらに強く胸先を吸いたてた。

「あぁああああ……！」

　チカチカと軽く眩暈めまいがして脚の間が濡れる。

　まさか胸でイッてしまうなんて思いもしなくて、やけに恥ずかしくなる。

　なのに彼は視線を足元に落として言った。

「随分敏感だな。ここ、またすごくなってる」

　慌てて開いてしまっていた脚を閉じようとしたけど、それは許されなかった。

　そっと触れられ、思った以上にそこが濡れそぼっていると気づかれてしまった。

　以前学生時代に一度彼がいたことはあったけど、こういう経験は最後までできずに終わった。

　気持ちいいとか欲しいとか、そんな気持ちは抱けなくて、途中で拒否した私を彼は最終的に振った。

　彼氏もいたから適任と兄は言ったけど、私も部長に対して偉そうに恋愛指南できるほどのスキルも経験もない。

　というか、彼の方が間違いなく手慣れているじゃない！

　翻弄されて、溶かされて、もう彼が欲しいだなんて思っていた。だけど彼は上半身を脱いでいるだけで、まだ下は脱いでもいない。

　ふと視線を彼の下半身に落としてしまうと、クスリと笑い声が降ってきた。

「誰かとこういうことした経験ある？　学生時代の彼？　大迫おおさこくんだったよな」

　え、と目線を上げてみれば、冷たい瞳の彼と目が合った。思わず視線を逸らしてしまう。

「そっかぁ」

　自嘲気味な笑い声が耳に届く。その声に、ゾクリと背中が冷えた。

「いや、でも……んっ」

　最後までしてない。

　言えないまま激しく口づけられて、舌が口内に入り込む。全てを奪うような口づけをした後、彼は私の脚の間に入り脚をぐいと持ち上げた。

「え……」

「ここを先に味わったやつがいるなんて気が狂いそう」

「どういう意味で、ひゃあぁっ！」

　意味ですか、と聞く前に彼の唇が濡れそぼった内股の間に埋まる。

　舌先がちょん、と触れて、部長があろうことかそんな場所を舐めようとしていると気づく。

「なっあっ、あっ！　だめ！　きたなっ！」

「他の男にこうされたんだろ？　それなら、確かに汚いから綺麗にしないと」

「ふぁっ……!?」

　そんなことまでは全然されてませんけどねーーーーー!?

　大迫くんは私を脱がして、胸を強くもむなりすぐに入れようとしたのだ。もちろん全く濡れていなくて、痛くて中断となった。それから彼とはそんな雰囲気にならないように努めていたら最終的に振られた。

　部長の舌がぐっとナカに入り込む。生きものみたいにうねって、さらに溢れた蜜をじゅるじゅると音を立てて吸いたてる。

「やっ、だめっ！　だめぇっ！」

　ぶんぶんと首を横に振りながら、彼の顔を退けようと彼の頭に両手をやる。

　すると、その両手を取られた。

「悪い子だ」

「あぁあああああ！」

　お仕置きのように濡れた場所の上にある突起を強く吸われる。

　あまりの気持ちよさに目の前がチカチカとして、あっけなくイッた。

　それなのに、部長は容赦なく舌先で突起を嬲なぶる。

「はぁっ、あっ、あ、もう、やめっ……やめてっ……」

　激しすぎる気持ちよさに泣けてくる。さっき上り詰めた場所から一向に降りてこられないでいた。

「ずっと、気持ちいいから……も、やだぁ」

　身体の力が抜けると、両手を掴んでいた彼の手が離される。もう抵抗する気力も残っていない。

　彼の太く長い指は濡れた場所を一往復撫でた後、ゆっくりナカに沈んでいく。

「んっ……！」

「指一本でもきついな。誰かが入ったことがあるなんて信じられないくらい」

　怖い。学生時代の場面を思い出して泣きそうになる。

　一気に貫かれそうになった痛みを思い出すと恐怖した。

「ごめんなさい。な、ないんです。ないから、こわいっ」

　指の動きがぴたりと止まった。

「……本当？　大迫とも誰ともしてない？」

「はい、だから……んんっ」

　唇に口づけられ、少しすると胸の先にも優しく口づけられた。

　まだナカに入っていた指を、きゅと締め付けてしまう。

「やぁっ……」

「すまない。でも、本当によかった……。ゆっくりするからどうしても無理なら言って」

「は、はいぃ……」

　急に上司の口調に戻った彼に泣きそうになりながら頷く。

　そう言えば、私が難しいクライアントとの関係に悩んでいたとき、『もう少し自分の力で頑張ってみろ。無理なら俺も一緒に行くから』と言ってくれた。

　いつでも助けてもらえると思ったのが幸いしたのか、結果的には部長の手を煩わせずにうまくいった。その時、部長は『頑張ったな』と肯定して褒めてくれた。

　私はそんな彼を上司として尊敬していた。彼は部長として誰にでも分け隔てなく優しかっただけだけど。

　そんな人と、今、なんでこんなことしてるんだっけ。

　考えてみると、すごく恥ずかしい。というか最初からずっと恥ずかしい。

「また考え事か。少し余裕が出たようでよかった」

　部長の声が耳に届く。

「へ……？　っく、あああああん！」

　次の瞬間にはナカに指を入れられたまま、また上にある震える突起を吸われていた。

　吸われるたび、ぎゅうぎゅうと彼の指を締めてしまう。

　ナカで指をぐるりと動かしながら、また吸われる。

「あぁあっ！　んっ、くっ、やだぁっ、あっ、あっ！」

「可愛いな」

「そこで、しゃべ、んないでっ、あっ、くださっ！」

　ここじゃないところに連れていかれる感覚。

　固い尖りを吸われながら指は何度もナカを往復して出て行ったあと、本数を増やして戻って来た。

「うっ、あっ……」

　増えた違和感はすぐに消え、一瞬でまた気持ちよさが襲いかかってくる。

　部長が舐める音と、自分から出ている水音が恥ずかしいくらい室内に響いていた。指がナカでぐっとお腹側に押し込まれるとさらに腰が跳ねる。

「きゃっ！　あ、あ、ああっ」

　先ほどより大きな波が自分を襲ってきそうで、慌ててシーツを掴んでいた。なのに指も舌も止まらない。ハクハクと吐く息が短くなっていく。

　次の瞬間、舌先が下から撫でるように大きく動いた。

「またっ！　んっ……あ、あ、あぁああああああああ！」

　チカチカと目の前が爆はぜる。身体を震わせてイッてしまっていた。

　ベッドに身体が深く沈み込む。室内に私の短い息だけが響く。

「頑張ったな」

　褒められても嬉しくない。っていうか、時々仕事の時みたいな口調になるのが嫌だ。

　なんで時々部長になるの？　それがやけに上司としている行為だと私に突き付けてくる。

「ふぁっ……」

　こぷん、と指が抜かれる。温かい液体がお尻を伝ってシーツに染みを作っていた。

　全部恥ずかしい。恥ずかしいことが多すぎて頭が混乱してきた。

　私が混乱している間に、彼はスラックスも下着も脱いでいた。思わず目を見張ってしまうくらい狂暴な物体を取り出す。

「ひぃっ……！」

　なんですか、ソレは！

　およそ男女の夜にふさわしくない声が漏れた。

　元カレのは見た経験があるけど、あれより確実に大きいし長い。指が数本っていうレベルではない。

「そ、それは無理です！　絶対入んないです」

「俺は沙希に入りたい」

「うっ……」

　このタイミングでそんな切ない声で名前を呼ばないでください！

　彼のそれはびくびくと脈打っているようだった。

　部長が私に興奮してるんだ。それは少し、いや、結構嬉しいかもしれない。

　でも、あれが入るようには思えなかった。誘ったのは私だけど。あれ？　そもそも誘ったのは私だったっけ……。

「沙希？　だめか？」

　部長が切羽詰まった表情で聞いてくる。

　なんだかすごく申し訳ないような気がしてつい口ごもると、ゆっくり口を開いた。

「す、少しなら」

「あぁ、よかった」

　彼はほっとした顔をした後、手早く避妊具を取り付ける。

　思わずじっと見てしまうと、困ったように優しい顔で笑われた。

　その笑顔に胸がぎゅっとなって、さらに濡れていた場所からこぷりと液体が溢れる。

「っ……」

　まさか部長の笑顔で濡れるなんて。バレてませんように。

　優しくキスをされ、それからこつんと額を合わされた。

「あまり見ないほうが怖くないかもしれないが……でも見ていてほしい」

「え……」

　背中の下に枕をいれられる。

　何かと思って視線を下に落とせば、自分の下半身と、部長のそれが見えてしまった。

　慌てて視線を逸らす。するとぴしゃりと彼の声が降った。

「だめ。ちゃんと見てて」

　部長の先端で濡れた場所を撫でられる。

「ひゃあっ！」

　くちくちと部長が往復して蜜を纏まとっていく。緩やかな刺激と、視覚の凶暴さのせいか、さらにナカから蜜が溢れ出す。どうしても見てられなくて目を閉じてしまう。

「やぁっ」

「ほら、目を瞑つぶらない」

「うぅっ……」

　やっぱりバレてましたか。

　そっと目を開けると、先端が入り口にまっすぐ触れていた。

「沙希は今から誰のものになる？」

「ぶ、部長」

「名前で呼んで」

「あ、礼人さん……？」

「正解だ」

　ぐ、と先端が入り込んでくる。

「くぅっ……！」

　今までにないほど大きな違和感にどうしても目を瞑って歯を食いしばってしまう。

「目を瞑らないで。息もとめないで、吐いて」

「で、でも！　ふぁっ……！」

「大丈夫だから」

　労わるように髪を撫でられる。ちゅ、と額にキスされて、それから唇にもキスを落とされた。

「んっ……」

　柔らかい暖かさに、身体がふわ、と軽くなる。さらに礼人さんは腰を進めた。

「あっ！」

　キスが胸の先に落ちる。舌先で舐めながら、力が抜けた瞬間に少しずつナカに彼が入ってくる。

「はぁっ！　あ、あっ、あっ！」

　なだめるような、舌の動きに翻弄される。右手が太ももを撫でたと思ったら繋がっている場所の上の尖りを親指の腹で撫でる。

「あぁあん！　だめ、そこっ」

　ジュン、とさらにナカが濡れたのを感じると、応えるようにぐい、と礼人さんが腰を進めた。

「ぁああああっ！」

　ごつ、と奥の奥に当たる。少しして礼人さんが苦しそうな顔で笑った。

「……ん、ほとんど入った」

「ほ、ほとんど？　全部じゃなくて？」

「あともう少し。ほら」

　言われてそろっと目を向ければ、違和感が凄いのに確かに全部は入ってない。

　あと少しというより半分くらい入ってないんじゃない……？

「全部はそのうちな」

　そのうちって。こんなこと、もうしないでしょう。

「半分でも気持ちよすぎてやばいな……」

　礼人さんがあまり言わない口調でそう言って、少し困ったように微笑む。

　胸がぎゅうと掴まれる。下半身も連動しているように彼を締め付けていた。

「くっ、ちょ、締めないでくれ」

「って言われても！　やあぁっ！」

　勝手にきゅとナカを締め付けてしまい彼の形を自覚してしまう。さらにそれが変なところに当たるものだから、勝手に腰が跳ねる。

　その腰を少し乱暴に掴まれ、驚いて礼人さんを見た。

「もう我慢できない、すまないが動かせてくれっ」

　礼人さんがずる、と引き抜いたと思ったら、勢いよくまた入ってくる。
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「きゃぅっ！　あぁっ！　んっ、あ、んんっ！」

「くっ」

　ぽた、と礼人さんの汗が胸元に落ちた。

　私もいつの間にか全身熱が籠っているように熱い。

「あっ、あっ、やっ、あっ、あぁっ！」

　少しの痛みと、初めての感覚に身体が震える。どうしていいのかわからない。

　怖くて手を伸ばすと、ぎゅう、と抱きしめられた。強くて、逞しい胸の中にいるだけで安心できた。

　彼の背中に腕を回したとき、唇が重なった。

　ちゅ、ちゅ、とキスを交わしながら、それでもナカを責めるのはやめてくれない。

「んっ、あっ、ふぁっ、んんんっ……」

　ぴちゃりと口内に舌が入り込み、唾液を交換し合い、飲み切れなくなった唾液が唇の端から漏れる。

「んっ、んっ、あっ、もっ……！」

　なんだか、先ほどから心臓が跳ねまわるように動いている。

　だめ、気持ちよすぎて、どうにもならない。

　彼の背中に回した腕に力が入って爪を立ててしまっていたことにも気づかなかった。なのに彼は小さく微笑んで、そのまま律動を速くする。

「んっ、あっ、あっああっ、んっだめ、だめ！」

「だめになればいい。全部、見せろ」

「んんっ！　だめなのにぃっ！」

「もう俺も持たない、くっ……」

　びくびく、と身体が跳ねる。最後に彼がぐん、と奥をついて、ぶる、と震える。

「ぅくっ、あんっ、んんっ、んあっあああああああ……！」

　次の瞬間、被膜越しに彼が果てたのだと分かった。

　くてん、と転がりそうな私の頭の後ろを優しく支えて、キスされる。

　自分の中から彼がいなくなった時、やけに寂しく感じた。

　少しして戻って来た彼が私をもう一度抱きしめて、ふわ、と髪を撫でる。見上げると優しい顔で微笑む彼。

　なにこれ。

　これのどこが女性とうまくいかない人なの？　もしかしてどっちもいける感じの？

　いや、男性が好きなんじゃなくて、真面目なだけだっけ。しかし、真面目な男性が部下にこんな強引なことをするのだろうか。

　分からない。全部分からない。

　でも、とにかく今は疲れすぎて眠たい……。

　ふっと目を閉じると、強く抱きしめる肌の感触がある。

　それからは熟睡してしまっていたみたいで、全く記憶がなかった。






　次の日の朝、目覚めたときもまだ抱きしめられているままで心底驚いた。

　部長は起きた私に気づくと優しく微笑み、それから額にそっとキスを落とす。

「おはよ、目が覚めた？」

「わっ、ぶ、部長っ」

　部長は眉を寄せ、「礼人だ」と一言放った。

　名前で呼べってことか。昨夜の途中から呼んでしまっていたけど。

「あ、でも……」

「でも？　なんだ？　言ってみろ」

　詰めるように言われてしまうと、戸惑ってしまう。

「でも、もうそう呼ぶ必要がないと思って」

「え？」

「昨日は二人とも酔っていたんですよ。私も部長に深く考えずに恋愛してみたらと偉そうなことを言いましたが、あれは、もっと部長にふさわしい相手との話であって」

「俺は沙希がいいんだ。俺と正式に付き合ってほしい」

「え!?　あ、えっと、それはさすがに――」

　会長が許さないんじゃないかしら……。

　会長のセッティングしたお見合いは良家の子女とばかりらしいし。

　それになにより、これ以上、兄に関わる部長と親密になるのは危険だ。

「とにかく部長は絶対モテます。誰がお相手でも大丈夫だと思います。だから――んっ！」

　最後の方はキスに阻まれた。

　唇が離れ、色っぽい目にまっすぐ捉えられる。

「昨日の夜が気に入らなかった？」

「や、まさか……」

「だよな」

　部長はさらりと頷く。なんでそこは自信満々なんですか。

　まぁ、自分でも驚くくらい乱れていたのでそう思われるのも仕方がない。

「でも、私は無理ですよ」

「今、付き合ってるやつでもいるのか？」

「それはいませんが」

「ならいいだろ」

　きっぱりと言われて回答を間違ったと気づく。

　付き合ってる人がいるって言えばよかった！

「あ、います！　いました。すっかり忘れていましたが彼氏がいます。とびきりかっこよくて私のことを第一に考えてくれる最高の彼氏です」

「見え透いた嘘をつくな。嘘をついてまでどうして俺と付き合いたくない？　身体まで許して」

　全てを見透かしたような目で見られる。言葉に詰まって視線を下に落とした。

　さすがにきっかけが『会長を心配した兄に頼まれて』とは言えない。そもそも頼まれたからしたわけじゃないけど、純粋に好きだと思っていたわけでもないから余計に後ろめたかった。しかも彼はこれからまたお見合いを控えていると知ってることも言えない。

「だ、だって、職場の上司と付き合うだなんてやりにくいじゃないですか」

「別に職場恋愛禁止なわけでもないだろう」

「私はうまく分けられません」

「なら、結婚して仕事辞めるか？」

「はぁっ!?」

　驚いて変な声が出た。

　結婚!?　なにがどうなったらそこに話が飛ぶの!?

「なに冗談を言ってるんですか！　だめですよ！　仕事はやめたくないです！」

「なら、うまく隠せ」

「無理ですって！」

　私がぶんぶんと首を横に振っているのに、部長はさらに加える。

「とりあえず、明日までじっくり話し合おう」

「まで、とは!?」

　まだ今日も朝ですけど！

　見上げてみれば、唇に口づけられる。

「んんっ、やだっ」

　強引な口づけなのに、何度もされているとつい応えてしまう自分がいる。

　きっと昨夜、数えきれないくらい口づけられたせいだ。

　部長の唇の端が上がって、舌が確かめるように口内を這う。

「ふぁっ」

　そのまま太ももに触れられ、昨夜の快感がよみがえる。

「今、話し合おうって言ったじゃないですかっ」

「沙希はこういう時の方が素直だから」

　片手が胸にのびる。散々弄いじられたそこは触れられただけで熱を取り戻す。

「やっ、あ……！　だめっ、シャワー浴びたいです」

「あとで」

　なんでこんなに強引なのよ！

「んっ、やだっ。このままするっていうなら、もう部長のいうこと一生ききませんからっ」

　私が叫ぶとぴたりと部長の手が止まる。それから苦笑し、彼は起き上がると私を抱き上げた。

「分かった分かった。じゃあ、バスルームに行こう」

「やぁっ、自分で歩けます」

「だめ。そもそも歩くのは無理だろ」

　そんなことない、とバスルームで下ろされて立ってみれば、脚ががくがくと震えていた。

　どうしてこんなふうになってるの!?

「ほら、自分では無理だったろ？」

　微笑まれ、結局身体の隅々まで部長に洗われた。

　なのに洗われた途端にまたドロドロにされる。

　お腹が限界でぐううううと大きな音が鳴れば、ルームサービスでぜいたくな食事を届けさせ、食べさせてまでくれる。そして、また抱かれる。そんな繰り返し。

　なんとなく予想していた通り、話し合いになんてならなかった。

　その日は結局散々抱かれて、名前で呼ばされたから、『礼人さん』と呼び慣れてしまった。






　深夜、寝ている時に手をきゅ、と握られた気配がした。

　そっと目を開けると、礼人さんが私の左手の薬指に優しく口づけていた。窓からさす月あかりが彼を照らして、まるでおとぎ話の王子様のようだ。

　ぼうっと見惚れていると、礼人さんが視線をこちらに向け目じりを下げた。

「起こしてしまった？」

「いえ……」

「無理をさせたな」

「分かってたならもう少し手加減してくれても……」

　なだめるような優しいキスを額にされる。

「やっと手に入ったんだ。手加減なんてするはずないだろ」

　その言葉に顔を上げる。

　やっと、ってどういう意味？

　首をかしげる私の額にまたキスを落とされる。

　昨夜からほんのり気づいていたけど、この人はキス魔だ。

　だれよ、女性に触れられると寒気がするって言ってたの。兄さんか……。

　本当に兄さんはそんなことを聞いたの？

　もう全然信じられないが。

　そこでふと兄を思い出して、急な外泊なんて初めてだからせめて連絡しておけばよかったと後悔していた。

「兄さんにも連絡しておかないと」

「一応、昨日の夜、悠希には連絡しておいた」

　あっさりと礼人さんは言う。

「ふぁっ!?　え、え、なんて……」

「一緒にいるから心配するなって」

「わぁ」

　なんだか超恥ずかしい。

　あの話のあとの礼人さんからの連絡だから察して怒られることはないだろうけど、それはそれでいや。

「悠希にもきちんと挨拶しておかないとな」

「いいです。っていうか挨拶って何ですか！　付き合いませんって」

「まだそんなことを言ってるのか」

「礼人さんこそ、まだそんなこと言ってるんですか。もう私は帰りますから。一人で！」

　ムッとして返してしまう。するとなぜか彼は満足げに微笑む。

　さらにムッとして無理に起き上り、ベッドから立ち上がった。

　あれからさらに無理をしたせいで足腰がガクガクしていて生まれたての小鹿のようだ。

　またぺたんとベッドに座り込んでしまう。

　するとその様子を後ろで見ていた礼人さんが声を出して笑った。

「へぇ、それで一人で帰れるって？」

「ここにいるよりマシです！　なんとしても帰ります！」

　振り返って怒る私に、彼は怒るなよ、と微笑む。

　怒るよ、怒りますよ！　それなのに、どうして礼人さんはそんなに嬉しそうなの。とっても居心地が悪いじゃない！

　彼の顔を見ているだけで先ほどまでのことも思い出されて、動悸が止まらない。

　絆されて抱かれたけど、礼人さんと付き合うわけにはいかない。

　彼には彼にふさわしい女性とのお見合いが待っている。そもそも兄の親友である彼と付き合うなんて考えられない。

　一夜だけの関係ならありえる。いや、それすらありえなかったはずなのだけど。

　悶々としていると、彼はベッドの上で私の後ろに座り、私の髪を一房取って口づけた。

「朝までここにいてくれないか」

「でも……」

「もうしないから。お願いだ」

　じっと懇願するようなまなざしを向けられる。

「うぅ……」

　ただでさえ精悍な顔をしている彼だ。見つめられるだけで胸が痛いくらい締め付けられる。顔のいい人はそれだけで狡い。

　さらに私は残念なことに、よほどでないとノーと言えない性格をしていた。

　兄のお願いを断るたびにとんでもない目に遭ってきたから余計なんだろうけど。

「わ、わかりましたよ！　でも、もう絶対にしませんから。約束ですよ」

「あぁ」

　頷いた礼人さんの顔の前に、ずい、と左手の小指を差し出した。

　彼は少し面食らった表情をしたけど、ふっと微笑み、小指を絡めてくれた。

「ゆびきりげんまん嘘ついたらはりせんぼんのーます」

「こんなこと初めてしたな」

「そうですか？　私は兄に、よく一方的に約束させられてました。で、テレビとか図鑑でハリセンボン見るたびに、あれをそのまま飲むんだぞって脅されました」

　私が言うと部長はキョトンとする。

「この歌はハリセンボンじゃなくて、針を千本飲むって意味じゃないのか？」

「え……。まさか兄さん、騙したの!?」

「悠希ならやりかねないな」

「ずっと刷り込まれてきたけど、昔の歌ですもんね。針を千本、たしかに」

「ハハハ……！」

　礼人さんは楽しそうに笑った。反対に私はやけに恥ずかしくなる。

「私、勘違いしたまま覚えちゃってて、めちゃくちゃ恥ずかしいんですけど」

「いや、いいと思うよ。なんか悠希と沙希らしいなって思った」

「全然良くありません。もっと違う優しい兄がよかったです」

「俺は沙希が悠希の妹で良かったよ。だから知りあえたわけだし」

「う……」

　なんでそんなキラキラした笑顔でそんなこと言うんですかっ。

　ベッドにもう一度潜り込むと、礼人さんに背中を向けてぎゅっと目を瞑る。

　後ろから腕が回され抱きしめられた。

「あの……」

「こうして沙希を感じさせていて。お願いだ」

　またそれ。私がお願いって言葉に弱いの分かって言ってるの？

　それに耳元で囁かれる声はやけに心臓に悪い。さっきから話している間中ずっとドキドキと自分の鼓動がうるさい。

　なんとか小さく頷き、背中越しに聞こえる私より速い心臓の鼓動を聞きながら、いつの間にかまた眠っていた。






　あの夢のような金曜の夜から、夢であってほしい土曜を越え、私が兄と住む自宅に戻ったのは日曜の昼頃だった。

　家の中まで送ると言いはる礼人さんをなんとかなだめて事なきを得た。

　だが、戦いはこれからである。

「ただいま」

　そっと鍵を開け、玄関に一歩足を踏み入れるなり兄が飛んでくる。

　満面の笑みで、下手すればクラッカーまで持ち出しそうな勢いだ。

「沙希、よくやった！」

「その言い方本当にやめて！」

　頭を抱えながら言うと、兄は私の顔をじっと見ていた。

「な、なによ」

「本当にうまくいったんだなぁ……」

　茶化されるのも嫌だけど、しみじみ言われるのもものすごく嫌！

　何が悲しくて上司との朝帰りを兄に知られて喜ばれなきゃならないのよ。

「っていうか、礼人さんがお見合い連敗で女性に興味ないなんて嘘でしょう。どう見ても女性に慣れているようにしか思えなかったわよ」

「本当か？」

「本当よ。あの様子なら次のお見合いはきっと成功するわ。早くお見合い進めてよ」

「そんなに急がなくてもいいだろ」

「だって」

　早くお見合いして結婚してくれないと、なんだか踏ん切りがつかなくなりそうで嫌だった。とにかく早くお見合いして早く結婚してほしい。

「鉄は熱いうちに打てって言うでしょ。早めに会長のおすすめされる女性とお見合いしたほうがいいよ」

　早口でまくし立てると、兄は顎に手を当て、そうだな、と頷いてくれた。

「わかった。会長にも伝えとく」

「うん、よろしく」

「うまくいったら旅行楽しみにしとけ」

　そうか、すっかり忘れてた。

「いらない。別にそれが目的じゃないから。とにかく早くね」

　これできっと礼人さんはお見合いして、うまくいって無事に結婚するだろう。

　私だって会社がつぶれたら困るし全部解決。一件落着だ。

　一件落着、だよね？






　次の日会社に行ってみれば、礼人さんと目が合って思いっきり視線を逸らしてしまった。

　二人きりになるのも気まずくて、なんとなく避け続けてしまう。

　とにかく仕事だ、仕事。何回か唱えると、頭が切り替わる。

　仕事があるのは非常にありがたいことだ。できれば私が長く台湾出張にならないかな。

　そんなことを考えながらミーティングが終わり、そそくさと会議室を出ようとすると「近衛」と礼人さんに声をかけられた。

「はいっ」

「少し残ってくれ」

「え……」

　みんなが気の毒そうな顔で私を見て出ていく。

　こういう場合は、怒られるか、なにか新しい案件を任されるかの二択だ。

　どちらにしても大変な結果になるので、気の毒そうな顔で見られるのだ。

　最後の同僚が部屋を出て行って会議室の扉が閉まると冷たい空気が室内を包む。

「えっと、ミツワ建材の件でしょうか、それともナルイの――」

「どうして返事をしない？」

　私の言葉を切って、礼人さんが座ったまま言う。ふいに視線が絡んでしまった。

「え……」

「連絡したけど沙希から返事がない」

　腕組みをされじっと見られていると、私の分が悪くなって視線を逸らした。

　昨日から何度もメッセージが届いていたのを思いだす。

【Ayato】と名前にあったので、嫌な予感がして承認もせず、開いてもいない。

「っていうかなんで私のＩＤ知ってるんですか！」

「悠希に聞いた」

「なんで勝手に教えたの、兄さん……」

　私のＩＤを教えるよりも早々にお見合いをセッティングしてほしいものだ。

　礼人さんが立ち上がりゆっくりこちらに近づいてくる。私が一歩足を引くとまた一歩こちらに。

「それに、話そうとしても避けるし」

「避けてなんて」

「避けてるだろ」

　バレてましたか、と言いたいところだけど、言えるわけない。

　端整だからこそ不機嫌そうな顔は迫力があって怖い。

　もう一歩足を引くと、会議室の壁に背がついた。狼に追い詰められたウサギの気分はきっとこんな感じだろう。

　最後の最後まであきらめ悪く退路を探る。

「い、今、仕事中です」

「じゃ、このあとあけておいて」

「今日は大事な用事があります」

「それってなに？」

　完全なウソだったので、突っ込まれて戸惑ってしまう。

　気付かれないように、視線をできるだけ揺らさずあしらおうとした。

「そんなプライベートなことまで部長に言う必要ないですから……っ」

　突然手首を掴まれ礼人さんの方に引かれる。バランスを崩して、身体ごと彼の胸の中に収まる形になってしまった。

　すぐに跳びのこうとしたけど、抱きしめられてそれは許されなかった。

「やっ、み、見られたら誤解されます！」

　今、この会議室は鍵がかかっていないので誰かが開けたらまずい。

　こんなところを見られて誤解されたらたまらない。

「誤解？」

　礼人さんの怒ったような低い声が耳を揺さぶる。

「誤解にするつもりはないし、見られても何も困らないだろ」

「何言ってるんですか。困るに決まってますよね!?」

　彼のお見合いの相手に知られれば間違いなく困るだろう。

　私だって誤解されれば、兄から何をされるか想像しただけで寒気がする。下手すれば会社どころか、無事にお日様の下に戻れなくなる。

　だから兄に関係することには関わりたくなかったのに……。

　自分のうかつさを反省していると、突然、唇に指を這わされた。

「今日の夜に時間が取れないというなら、このままここでキスして話の続きをしてもいい」

「ひゃっ……！　なんでキスッ」

　慌てて礼人さんの口を両手でふさいでしまった。

　上司に何て無礼を働いてしまったんだと思っても、十分に安全が確認できるまでこの手を離すわけにはいかない。

「わ、す、すみません！　でも――」

　塞いでいた両手を取られて、顔の両脇の壁に縫い付けられる。礼人さんの長いまつ毛が一瞬下がって頬に影を作り、それからゆっくり目を開いた。

　まるでスローモーションのような動きに視線を奪われてしまう。

　そうしているうちに彼の顔がゆっくり近づいてきた。

　会社でこんなこと、もし兄や会長の関係者に見られでもしたら礼人さんのお見合いだってうまくいかなくなる！

　鼻先が触れる。あともう少し顔を近づければキスをしてしまう、そんな距離だ。

「わかりました！　今夜行きます！　行きますから！　もうやめてっ」

　耐えきれず叫んでしまうと、礼人さんの動きがぴたりと止まる。

　それから、クスッと意地悪く笑う声が聞こえた。

「今夜予定があるんじゃなかったのか？」

「予定……？」

　そう言えば、最初は大事な用事があるからって断ったんだった。

「よく考えてみれば、今夜じゃなかったです」

　嘘にしては全然うまくない言い訳だ。なんで私はもっと流れるように嘘をつけないのだろうか。大人として情けない。

　反省した瞬間、私の手を掴んでいた礼人さんの手にさらに力が籠る。驚いて動かそうとしたけどピクリとも動かなかった。

　近づいたままの唇がふと頬の横を行き過ぎて、耳元に触れるようなキスをした。

「ひっ！」

　週末の夜の行為を思い出して身体を固くすると、そのまま左の首筋に唇が埋まる。

　強く吸われて身体が跳ねた時、クスリと笑って礼人さんはやっと両手を離してくれた。

　私は首筋を手で押さえ、ぎり、と睨む。なのに目の前の彼は余裕の笑みだ。
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「今夜、約束したらしないって言いましたよね」

「これは嘘ついたお仕置き」

「うっ……」

　やっぱり嘘ってばれてましたか……。

　気まずい上にこれ以上ここにいたら何をされるかわからない。

　失礼します！　と叫んで会議室を飛び出した。






「天ヶ瀬部長、何だったんですかぁ？」

　席に戻るなり、二つ後輩で隣の席の奥田さんが椅子を私の方に寄せて話しかけてきた。

　ふわふわしたクセ毛の髪が胸まであり、目もクリクリと黒目がちでぱっちりしている。

　この部署にいる人間は大抵英語は話せるが、彼女の場合はさらに語学が堪能で五か国語を操れた。

　それは、彼女が奥田常務の娘で、幼い頃から長らく海外を転々としていたことも関係しているのだろう。

　逆に日本にいた時間が短かかったらしく、日本語が一番あどけない話し方をするところもあり、それが個人的にはかわいくて好きだ。

「大した話じゃなかった。ちょっと業務の事」

「ふうん」

　私の後ろを見ながら口角を上げて微笑まれ、なんだろうと後ろを振り向く。

　ちょうど部長も席に戻ってきたところだった。

「何？」

「いいえー」

　にこ、と笑って、奥田さんは作業に戻った。普段何でもきっぱりと話してくれる子なのに、今日はなんだか様子が少し変だ。

　とはいえ、終業後に約束をしてしまった手前、長く残業するわけにもいかないのですぐにパソコンに目を向けた。






　その夜、礼人さんが連れて行ってくれたのは、都内のお寿司屋さんだった。

　趣のある紅殻格子戸を開けると、中はエル字型のカウンターで七席ばかりあり、三席はすでに埋まっていた。奥には座敷もあるようで、平日だというのにこちらも埋まっているらしい。

「天ヶ瀬さま、お待ちしておりました」

　明るい声で大将が言う。

　礼人さんは微笑んで、用意されていたカウンター席に私を先に座らせると、続いて自分も座った。スマートな仕草についぽーっと見入ってしまう。

「どうした？」

「いえ、なにも」

　慌てて視線を逸らした。顔が赤くなってないといいけど。

「沙希は食べられないものはあるか？」

「いえ、特にはないです」

「なら、おすすめを順に握ってもらおう。日本酒は飲める？」

「はい」

「ならこちらもおすすめを冷で。ここは蔵元から直接入れてるから珍しい酒も多いんだ」

　私は何度も頷いてしまう。お寿司も日本酒もこんな店で食べることは滅多にないから、選んでもらえると助かる。

　差し出された日本酒は、確かにどこでも見た経験のないものだった。

　かんぱい、とガラス製のお猪口を上げて、くい、と飲んでみる。口当たりが良くて、飲みすぎてしまいそうな味だった。

　少しして平目が握って出される。淡白な味かと思っていたら、上品なうまみと心地いい食感があって目を見開いた。

「おいしっ……！」

　思わず叫ぶように言って、慌てて口元に手を当てる。

「すみません、大きな声を」

「いや、いいさ」

　それから礼人さんは私から視線を逸らさずに、じっと私を見て微笑んでいた。

「見られていると、なんだかすごく食べづらいんですけど」

「あぁ、すまない。かわいくて、つい」

「うっ」

　なんてこと言うんだ、この人は！

　口に入ってるときじゃなくてよかった。おいしいものを全部吹き出すところだった。

　そんな危うさはあったけど、出てくるお寿司はどれもおいしくて、お酒も進み、話も弾んだ。

　敷居が高くて自ら足を運べないような店でも、礼人さんとくると彼が場に馴染んでいて、私も馴染みやすい気がした。

　しかし顔を上げると彼の端整な横顔が目に入ってきて、やけにドキドキはした。

　食べ終わって少しして彼が言う。

「行こうか」

「あ、お支払いします」

「誘ったのはこっちだし、顔立てさせて」

「でも……」

「じゃ、次の店をお願い」

「はい、もちろん」

　私が頷くと、礼人さんは不敵に微笑む。

　あれ？　これって二軒目も行くのに了承したことになりました？

　気付いて眉を寄せる私を見て、彼はたまらない、といった感じで吹き出した。






「今日は、結局奢っていただいてしまい申し訳ありませんでした。ごちそうさまでした」

　二時間後、二軒目のバーを出た大通りで礼人さんに頭を下げていた。

「こちらから誘ったんだ、気にしなくていい」

　結局バーでも彼が支払ってしまった。次なんてないのに、今度またね、と言われて。

　今夜は兄の話や仕事の話で楽しく時間を過ごしただけだったし、一体何だったんだろう。

「じゃ、ここで失礼します」

「タクシーで送らせて」

「でも、部長のご自宅はこっち方向なんですか？」

「あぁ、通り道」

「なら、一緒に」

　タクシーを呼び止め乗り込むと、急にふわふわと気持ちよくなってきた。

　おいしかったし、楽しかった。でもずっとドキドキして落ち着かなかった。

　やっと離れられると思ったのに一緒に帰ることになるなんて。

　悟られないように寝たふりをしていると、左手にするりと礼人さんの右手が這わされる。

　指の間に指を入れられ、きゅ、と手を掴まれた。寝たふりをしている手前、振り払うことも、握り返すこともできずに固まってしまう。

　何やってるんですか礼人さん！　とにかく早く自宅に着いてください！

　心の中でそう祈らずにはいられなかった。

　手から伝わる体温がやけに心臓に悪い。

　祈りが届いたのか、ほどなくして自宅マンションの下に着いた。

　今起きたふりをして礼人さんにお金を渡そうとすると、それには目もくれず運転手に支払いをすませて彼まで降りた。

「まだ、部長のお宅ではないのでは」

「心配だから玄関前まで送る」

「大丈夫ですから！」

　兄に見つかるとまずい。

　慌てて手を横に振る。全力で逃げようとするけど、それは許されなかった。

　強く腕を引かれ、胸の中に収められる。

「ふぁっ……！」

「どうして避ける？」

「私は部長とどうこうなんてなりたいわけではないんです」

「今は部長じゃない。俺のことが嫌いか」

「それは……」

「嫌ってはいないだろ。でも避ける。どうしてだ？」

　いささか自信過剰だが、その通り過ぎて閉口してしまう。

　今日も思ったけど、私は礼人さんを嫌ってない。一緒にいるとドキドキして落ち着かないだけ。

　抱きしめられた腕の中から逃げようともがくと、さらに腕の力は強まった。

「俺は本気だ。決して軽い気持ちでは言ってない。真剣に付き合ってほしい」

　軽い気持ちじゃないなら余計に困ります！

　それでもこんなに真剣に、信頼もしている上司に告白されれば、胸が高鳴るのは無理もない。

「本当は上司の立場から言うのは反則だともわかってる。だけどはっきり言っておかないとはぐらかして逃げるだろ」

　どうも彼は私の行動の先が読めるらしい。

　これからも仕事に支障が出ないように、そして礼人さんの将来にも響かないように考えれば返事なんて一つだ。はっきりと言わないとだめか。

　ぐっと唇をかんで、彼を見上げた。

「私は、部長を上司として尊敬しています。だけど、それは恋愛感情とかそういうものではないんです。だから真剣にお付き合いは考えられません」

「じゃあ、なぜこの前は寝た？」

「言いましたよね。あれは酔った勢いというか」

「そう」

　納得していない表情のまま礼人さんは私を見ている。

　このままでは引き下がってもらえない。ない知識を総動員して考えた。

　彼が絶対に引きたくなる話をしないと……。

　ぐるぐると頭がまわる。最初の店でおいしくて飲みすぎた日本酒の影響もあるだろう。

　次の瞬間、私は自分でも思ってもなかったことをハッキリ口に出していた。

「私はそういう軽い女なんです。真面目な部長とは全く釣り合わない軽い女。あぁいうことをしたのは、初めてじゃないですからご安心ください。そもそも私はそういう軽い関係がいいんです。交際とか結婚とかそんなの全然いらないんですっ！」

　真っ赤な嘘を口にしながら、私は一体何を言い出したのだろうと自分で自分が分からなくなる。

　それでも、彼と正反対の軽い女であれば礼人さんはあっさり引き下がってくれるような気がしたのだ。

　二人を怖いくらいの静寂が包む。

　遠くでパトカーのサイレンが聞こえた時、礼人さんは私の目をまっすぐ見つめた。

「わかった……」

　彼が神妙な顔つきで頷いてくれて、ほっとする。

　さすがは部長。話の呑み込みが早い。こんな女は礼人さんには不釣り合いだ。それくらい彼には簡単に判断できるだろう。

　不思議と少し胸が痛んだが、それを考えている場合じゃない。

　それでは、と頭を下げ彼の前から去ろうとしたとき、彼は私の両腕を掴んでその場にとどめた。そしてまっすぐ私の方を見つめてきっぱりと言う。

「なら余計に、沙希の恋愛観を変えないといけないな」

「はいっ!?」

　この人は一体何を言ってるの!?

　目を白黒させた途端、唇がふさがれる。

「んんっ……！」

　強引なキス。そのあと、啄むようなキスを何度もされて、息が苦しくなって唇を軽く開けば熱い舌が入り込んできた。

「ふっ……」

　口内を貪りつくすようなキスに息をすることもままならない。

　酔いのせいか、酸欠のせいか、くらくらして身体が支えられなくなり、がくん、と膝が折れそうになる。すぐさま腰をもって支えられて、それでもキスは続行された。

「んぅっ、ふっ！」

　苦しい。もうやめてほしい。そう思うのに、キスは続く。

　何分していたのかわからないが、そっと唇が離れた時には、思考がまとまらなくなっていた。ただ、目の前の礼人さんが挑発するように口角を上げる。

「……あやと、さん？」

「名前、やっと呼んだな」

　額をこつんとつけられて微笑まれる。その笑顔に胸が痛くなる。

　さっきまで苦しいと思っていたキスをもっとしたいと思ってしまう。

「もっとして」

「沙希はこういう時は素直なんだな」

　もう一度キスをされ、舌を絡められる。

　舌の動きに応えているうちに、身体の奥に熱が籠った。

















第二章












　なんで、一度ならず二度までも流されているんだろう。

　いや、昨日はキスだけだからセーフ？　このままじゃいけない。絶対だめだ。

　パソコン画面にうつる海外赴任希望者アンケートをじっと見つめて、私は固まっていた。

　希望しなくても海外赴任自体はあるのだけど、希望者とマッチしていたほうがいいという人事の意向で、こうして毎年二回海外赴任の希望アンケートを取られる。

　以前の赴任先はアメリカやヨーロッパも多かったが、最近はアジアが多いので、海外といっても国内の転勤との違いが少なくなっている。しかも大体が二～三年程度の赴任で、帰ってきた際に希望の部署に空きが出ていれば入れることもあるため赴任を希望する社員も多かった。

　私は海外に行くのは好きだけど、海外赴任をするつもりはなかった。

　そもそも今の部署が好きだし、出張で十分海外に行けている。保守的な思考のせいか、やはり住むとなると日本がいいと思っていたから。これまでは……。

「長くても三年、か」

　三年もあれば、礼人さんがお見合いして結婚するまで十分な期間だ。アンケートの期限は二週間後か。

　そのとき隣の席の奥田さんがひょい、と顔を覗かせた。

「沙希さん、海外に希望出すんですか？　基本的に日本で勤務したいって言ってませんでした？」

「うーん、そうなんだけど……。少し悩んでみようかなって」

「私は毎年出してますよ。どの国に行けるかわからないなんて、ワクワクしますよね」

「奥田さんらしい」

　どちらかというと私は分からない場所には目を瞑って飛び込めないところがある。

　海外も行きなれた国に行くのは好きだが、初めての国に行くときはかなり綿密な下調べをしないと落ち着かない。

　だから奥田さんのようにスパッと動ける女性には憧れてしまう。

「まぁ、私の場合は行きたい理由が後ろ向きなんだけど」

　思わず呟いて、ちらりと部長席に目をやる。礼人さんは会議で長く席を外しているようだ。

　彼は基本的に真面目だから、身体の関係を持った私に責任を感じているのだと思う。

　しかし、それは私に対してではなく、会長の納得するお見合い相手にこそ真面目になってもらわないといけないだろう。

　いつか誰かがあのキスを礼人さんとするんだ。あの大きな熱い手で、誰かを抱くんだ。

　当たり前なのに考えて胸がツキンと痛む。

　最初からそうだとわかって彼に近づいたのに。






　次の日、帰宅のために社屋を出た私の前に現れたのは礼人さんだった。

　目の前にいるだけで、やけに胸が高鳴る。

「どうされたんですか？」

「近衛に聞きたいことがあるんだ」

　名字を呼ばれて、もしかして仕事関係の話かと思った。

「何でしょう？」

「ここではちょっと。一緒に来てくれるか？」

　ニコッと爽やかな笑みだ。なのに、背中に冷汗が流れた。

　笑ってるけど、何か怒ってるような気がしたから。

　もしかして兄から頼まれたことがバレたのだろうか。今日は部長以上が出席する会議があったから、兄とも顔を合わせただろうし。

　嫌な予感がしてつい逃げ腰になった。

「や、あの」

「心当たりがあるって顔してるな」

　礼人さんは言葉に詰まった私の腕を取り、会社の地下駐車場に駐めてあった車の助手席に私を乗せた。無言のまま車は発進する。

　どうしよう、やっぱりバレたんだ。もう誠心誠意、謝るしかない。

　ふいに二人で笑いながら話した思い出がよみがえる。知られて、失望されて、もうあんなふうに話せなくもなるのかな。

　急に目頭が熱くなった。

　なんで私は礼人さんと笑って話せなくなることが、こんなに辛いんだろう。

　兄にあんな話を聞かされなければ、きっと今でもこれまでのようにただの上司と部下の関係だったはずなのに。

　今はもう前までの関係に戻りたくなくなっていることに気づいてしまった。






　車が止まったのはどこかの地下駐車場だった。

「あの、ここは？」

「俺のマンション」

「なんで？　ふぅっ……！」

　突然、サイドボードに手をついた礼人さんが私に口づける。

　小さく開いた唇の端から舌をねじ込まれて、無理矢理に口内まで全て奪われる。

　まったく遠慮する気もない激しいキスだ。

「んんんっ！」

　驚いて礼人さんの身体を押し返そうとすればその手首を強く握られた。

　角度を変え何度もキスされ、籠っていた力が抜けた時、やっと唇は離された。

　二人の唇の間を銀糸が繋ぐ。それをぼうっと見てしまう。

　礼人さんが自分の濡れた唇を舐め、怒ったように私の目を見つめる。

「あ、あの、やっぱり怒ってます、よね？」

　私がおずおずと聞くと、彼は眉を寄せた。

「心当たりがあったんじゃないのか？」

「それは」

　あぁ、もうバレてるんだからやっぱり謝ろう。

　ごめんなさい、と口から出かけた時、礼人さんは不機嫌にぽつりとつぶやく。

「今まで海外への赴任は望んでなかっただろ？　本当に希望届を出すつもりか？」

「へ……？」

　予想外の方向から話が出て目が丸くなる。

　もしかして奥田さんとの会話を聞いていたんだろうか。しかし、あのとき、礼人さんは席にいなかったような。あれ？　いたの？

　考えていると、彼はさらに眉を寄せて唇を合わせてくる。

「んっ、やぁっ……！」

　キスをしながら、人差し指が首筋をなぞる。一瞬で最初の夜のことが思い出されて、身体が熱くなった。

　スカートの裾から手が入り、確かめるようにショーツに触れる。

「あぁっ……」

「大きな声を出すと車の外まで聞こえるぞ」

　耳元で熱い息を吐きながら彼は呟く。

　確かにここは車の中です！

　カッと顔が熱くなったとき、ふいに窓ガラスの外が明るく見える。どうやら一台、車が駐車場に入って来たところのようだった。

　思わず暴れてみたけど無駄だった。

「やめてくださいっ。ここじゃ……！」

「このままここで抱かれるか、うちで抱かれるか、どちらかは選ばせてやる」

「どっちもいやですぅううう」

　なにその二択？　なんでそんなのを選ばなきゃならないんですか！

「ひゃっ……！」

　彼の指がもう一度ショーツに触れ、クスリと笑われた。

「でもこのままじゃ沙希も帰れないだろ？　さっきより濡れてる。見られるかもって想像してこうなった？」

「違います！」

　なんで普段は温厚で優しいくせに、こういう時だけ意地悪になるんですか！






　彼の部屋は二十七階にあった。

　リビングに入ってすぐ抱きしめられそうになったのだけど、つい逃げてしまった。

　続きをするってわかってて私はここに来たはずなのに。

　だけど一瞬間を置いてしまえば、なんでこんなことに？　と思わずにいられない。

　どうにかこのまま帰ってしまいたい。明日の仕事も気がかりだけど、もう一度彼と肌を重ねてしまえば、もう本当に引き返せなくなる気がした。

「そういえば今日は私が食事当番ですから早く帰、んっ」

　キスで唇をふさがれ、口内に舌が入ってくる。

「そう。なら、ベッドでゆっくりってわけにいかないみたいだな」

「へ……？　きゃんっ！」

　トップスとブラの上から、胸の頂を押しつぶされ変な声が出てしまった。

　キスを首筋に落としながら手は性急にスカートを捲まくる。すぐさまショーツに手がかかった。

「だめっ……」

　慌ててその手を止めると、諦めたように手は上に動く。

　トップスの下から手を差し込まれ、腰をするりと撫でたと思ったらブラをずらされ、指が直接胸に這う。

「ふぁっ、ん」

　ゆるゆるした愛撫に、腰がぴくぴくと跳ねていく。脚がガクンと曲がると、抱き上げられてソファに座らされた。

　脚を曲げられ広げられる。閉じようとするけど、礼人さんの身体でそれは許されない。

　見られているのがよく分かった。しかもこの前のホテルと違って、この部屋のリビングはやけに明るい。

　ショーツは履いているけど、どれくらい濡れているのか想像もしたくなかった。

「んっ……！」

　潤んでいる場所を確かめるように指が二往復したと思ったら、すぐにショーツの脇から指がナカに入ってくる。

　驚いて腰を引くと、蜜を纏まとわせた指でぬかるみの上の尖りを撫でられた。

「ひゃっ、んんっ！」

　強烈な感覚に目の前がチカチカする。

　合間にも指が二本になって、その質量で中からこぷんと蜜が零れる。

　気持ちいい場所をすっかり把握しているようにナカで指が動き回り、的確に一か所を刺激する。

「ふぁっ、あっ、あぁ、んっ、くっ……！」

　その動きに、心の中まで全部知られている気がしてしまって、ソファを掴んでこれ以上声が漏れないように歯を食いしばる。

　しかし、動きはどんどん大きくなり、最終的に礼人さんの顔が脚の間に埋まる。

「んんんーーーーーー！」

　撫でられ続けて限界まで膨れ上がった尖りを強く吸われると、ぎゅうぎゅうとナカに入った二本の指を締め付けながら一気に頂点まで上り詰めてしまった。

　性急に与えられる強すぎる刺激に眩暈がする。

「ふぇ……」

　泣きたいくらい気持ちよくて、それも止める間もなく一気に追い詰められてしまって、自分で自分が情けない。

　ナカから粘着質な音とともに指が引き抜かれると蜜がソファにぽたぽたと落ちる。

「怒ってるに決まってるだろ。せっかく手のうちに入れたと思えばすぐ逃げようとするんだから」

　目の前で眉を寄せた礼人さんが言う。彼は不機嫌なまま耳元に唇を寄せた。

「今日は沙希から欲しがるまで、容赦しないから」

「へ……あぁっんっ！」

　礼人さんの低い声が聞こえて、指がまた差し込まれる。ショーツの端から、今度は最初から二本。

　耳を舌で愛撫しながら、指はナカを撫でる。

「あっ、くっ、ぅっ……！　あんっ！」

　ぴちゃぴちゃと耳を舐める音が響く。それに合わせるように、下からも指を抜き差しされている音が重なる。徐々に速くなる指の律動に合わせて、勝手に腰が動き出す。

「んんっ、あっ、はぁ、だめっ、だめぇっ……」

　ぐるぐると確実に階段を上らされながら、それでも自分が動くのも止められない。

　あと少し、確実な刺激があれば一気に上り詰めるだろうと分かっているけど、ひくひくと締め付けが強くなるたび、指の速度は落ちる。

「ん、ぅんっ……。や、ぁ……」

　散々高められ、上り詰める寸前までいくと必ず緩められた。何度も、何度も……。

「あぁっ、んっ、も、やめてくださっ……変に、なる」

「じゃあ、俺を欲しがれ」

「んっ、でも……」

「ずっとこのままでいいのか？」

　意地悪な彼の目に捉えられた。礼人さんは絶対わかって言ってる。

　それでも、自分から言うのには抵抗がある。恥ずかしさもあるし、これからのことを思ってもそうだ。

「また考えごとして。余裕だな」

　ふっと微笑まれるが、その笑みから彼がまだ怒っているのを感じた。

「んくっ……余裕なんて、なっ、あっ！」

　また指でナカの気持ちいい場所を刺激され、どんどん身体だけ気持ちよくなってくる。

　刻一刻と迫ってくる、しびれるような気持ちよさに勝手に涙が溢れる。ナカをトントンとされながら、ソトにある尖り切った突起を親指で責められる。強い刺激は与えることなく、ゆっくりと。

「も、やだぁ……！」

　ブンブンと首を横に振る。それでもやめてもらえない。

　耳でぬるぬると舌が動いて、下はナカもソトも同時に刺激されたまま。

　このまま、こんなの続けられると本当におかしくなる。

「い、れて……」

「なにを？」

　口角を上げて聞き返される。

　絶対分かってるくせに！

　礼人さんはプライベートではなんでこんなに強引で意地悪なんだろう。会社との違いをつい恨めしく思ってしまう。

　それでも、きっと言わないと許してくれないのだろうともうわかっていた。

「礼人さんの……」

　もう絶対無理。

　私は泣いているのに、彼は楽しそうに笑っている。鬼だ。

「あ、礼人さんが欲しいんです。んっ……」

　言った瞬間、唇が重なる。髪を撫でられ、そっと立ち上がらされた。

　ソファの背に前から手をつかされると、後ろから礼人さんのスラックスのベルトを緩める音が聞こえた。

　私の左手に、大きな左手がするりと覆いかぶさって握られる。もう濡れて機能しなくなった下着のクロッチ部分をずらされ、そっと右手で濡れた場所をもう一度確かめられる。

　次の瞬間には、彼の切先が当たっていた。

「ひゃっ……」

　限界まで高められているそこは、触れただけでイッてしまいそうで、同時に期待で脚が震える。

「入れるぞ」

「ん、んくっ」

　入ってくる時はやっぱり緊張する。

　ぐい、とナカに一気に押し込まれると、チカチカと目の前が爆はぜる。

「やあぁあああああああああっ！」

「くっ、最初から締めすぎ」

　そんなこと言われても、勝手にぎゅう、と締め上げてしまう。合間に礼人さんの少し余裕のない息継ぎが後ろから聞こえる。

　入れられてすぐイッてしまいもうクタリとなっているのに、背中を持たれてゆっくりと律動を始めた。

「あ、やぁっ……あ！　あぁっ……！」

　首筋から耳の後ろに舌が這う。悲鳴に似た声と、舐める音、つながった場所からこぼれる卑猥な音だけが室内に響いていた。

　音が合わさって耳の奥を刺激すると、気持ちよくなれと強制的にさらに高いところに連れて行かれる。

「あぁっ、や、あっ、礼人さっ、んっ、あぁ！」

　手のひらが空気に晒されたお腹を撫でる。

　ゆるゆると撫でていたと思ったら、そのまま手は上に向かい、ブラをずらされたまま、ほとんど見えているだろう胸に向かった。

　限界まで固くなった胸の先端を礼人さんの指がすり、と撫でる。

　次の瞬間には、指の腹で挟まれこねられる。それに合わせて律動も速くなる。

「あぁっ、だめっ！　それ、だめっ！　やめてぇっ」

　ぐい、と今までより深く彼が奥を探った。
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　慌てて腰を引こうとするとそれは許されず、左手で腰を押さえられ、右手はまだ胸の先をこねたままだ。

「あっ、やっ！　あぁっ！　んっ、も、だめっ、またっ！」

「んっ、またイキそう？」

　ふっと背中で微笑む気配がする。

　腰を押さえていた左手が前に回って、淡い茂みをかき分け、硬くなった粒に伸びて押しつぶす。

「ん、それ、気持ちよすぎるのにっ！」

　止まらないまま、指の腹でぐりぐりと刺激を与えられる。そのたびに、腰が何度も跳ねる。

　出入りするたびに空気が混ざった濁音が耳の奥に響く。気持ちよさを一段階ずつ上っていくほど、腰が奥に進む。

「あっ、あぁっ！　だめ、いまっ！」

「もうイッていいから」

　許された声が降ってくる。

　そのまますべての敏感な場所を強く刺激されると、腰が勝手に大きく動く。頭が真っ白になる。

「あぁっ、や、もっ、あぁあああん！」

「も、俺もダメだっ」

　ぐ、と最奥に礼人さんが入って深く突いた。

　次の瞬間には、被膜越しにあたたかいものが吐き出されていくのを感じていた。






「ぅん……ふぁっ」

　目が覚めると知らないベッドの中で、さらに裸で、もっと言えば裸の礼人さんに抱きしめられていて卒倒しそうになった。

　だけどかろうじて口を自分でふさいで叫ぶのだけは堪えた。

　彼は私を抱きしめながらすやすや眠っている。こんなに無防備に眠る礼人さんを見るのは初めてで、つい見入ってしまう。

　やっぱり長いまつ毛。寝ていても端整な顔立ちだ。

　仕事だったら、困った時ほどこの優しげで頼りがいのある顔を見てほっとするんだけど、今日はこの顔に困らされた後だからか複雑だ。

　何度か思ったけど、この人はどうもエスッ気が強い。いつも優しくて穏やかな人だからこそギャップにドギマギする。

　それが嫌かと問われればそうじゃないのがもっと辛い。

　私だってそんな礼人さんにおかしくなるくらい感じてしまっていたんだ。

　考えて首を横に振る。

　やめやめ。これ以上考えても不毛だ。

　時計を探そうと目を部屋の中に向ける。

　時間は分からない。でも窓の外は光がさし始めていて、これは早朝なのだろうと気づいた。

　今から家に戻って、シャワーを浴びて、それから出勤しないと……。

　早朝なら兄も起きていないかもしれないし、今がチャンスだ。

　そろりとベッドから抜け出そうとする。しかし私を抱きしめていた礼人さんの腕が固くなっていて離れない。

「くぅ……」

　ぐぐ、と押してみる。だめだ、バカ力すぎる。いや、すぐ諦めちゃだめだ。

　もう一度離れるように押してみる。次はなぜか腕の力がさらに籠った。

「もしかして、起きてたりします……？」

　小さな声で聞いてみると、ククッと喉を鳴らして、礼人さんの目が開いた。

「お、起きてたなら早く言ってくださいよ！」

「いや、すまない。おもしろくて、ついな」

「ついって」

　別におもしろくもなんともない。

「もう帰りますから離してください」

「一緒に出勤したらいいだろ。同じ場所だし車で送ってやる」

「絶対ダメ！　それに服もそのままだと勘ぐられます」

「好きなだけ勘ぐらせとけ」

「もう！　そういうことじゃなくて！」

　いつの間にかまた礼人さんのペースだ。私のペースに持ち込めたことなんて、最初の夜からこれまでただの一度もないが。

　これまでを思うと泣けてくる。

「お願いです、本当に帰らせてくださいよぉおおお」

「泣くなよ。わかったから、うちで先にシャワーだけ浴びていったら？　ドロドロになったし気持ち悪いだろ？」

「…………」

　確かにそのまま帰るのはなんだかすごく気まずい。

「じゃあシャワーだけお借りします」

「出て、廊下のつきあたりだよ」

「はい」

　ヨタヨタとしているけど、今日は何とか歩けそうだ。

　バスルームに行くと、そこまで礼人さんがついてきてくれた。

　洗面台の上の棚からブラウンのバスタオルとスポーツタオルを出して渡してくれる。

「これタオル、よければ使って」

「ありがとうございます」

　受け取ると、礼人さんが微笑む。

「洗ってあげようか？」

「結構ですから、いますぐ出ていってください！」

「残念」

　笑いながら礼人さんは出ていってくれた。

　彼は強引なので、これくらい強く出ないと引き下がってくれないみたいだ。

　シャワーを浴びて出ると、なぜか綺麗に洗濯され乾かされた服と下着が待っていた。

　そのあたりは仕事と同じでぬかりないが、なぜかどうしようもなく恥ずかしくなった。






「ただいま」

　それから車でマンションの前まで送ってもらって家に戻ったのは朝の六時前だった。

　兄は大抵六時半に起床しているのでギリギリセーフだ。

　そう思ったのに、玄関に入るなり兄が壁に寄りかかって両腕を組んで立っていた。

「おかえり」

「うっ……お、起きてたんだ」

「連絡もなしに朝帰りとはいい度胸だ」

　妹の安否を心配するようなタイプではないと思っていたけど、それは私がこれまで兄が心配するような行動をとらなかったからかもしれない。

　兄は兄で心配してくれていたのかな。連絡くらいすればよかった……。

「ごめんなさい」

「まぁ、大人だから別にいいが」

「これからは気を付ける。私、着替えてくるね」

　自室に戻るとなるだけゆっくり服を選んだ。兄と顔を合わせて何か聞かれるんじゃないかとヒヤヒヤしているから余計だ。

　兄さん、私と礼人さんの仲、疑ってはないよね？　お見合いを邪魔していると思われても気まずい。

　しかし朝食の準備もあるし、着替えてメイクをして、諦めてリビングに向かった。

　今からご飯を用意している時間もないので、トーストに決めて、コーヒーとサラダにスクランブルエッグ、ヨーグルトとすぐできるものばかりの献立に決めた。

　チラッと兄を見る。

　兄はいつも通りソファで、全国紙二つ、経済紙二つ、そしてなぜかスポーツ紙まで読んでいる。同時にニュースもテレビで流れていて、そのどれも頭に入っているから不思議だ。

　ピキッと腰が痛んで、腰に手を当てる。なんで腰が痛いんだと思ってみれば、昨夜の出来事が思い出されて顔が熱くなる。

　礼人さん、昨夜はちょっと強引すぎた。私は私で断れないのも悪いけど……。

　結局、彼は海外赴任の希望調査の件で怒っていたんだ。

　真面目な彼が責任を取るために私が日本にとどまるっていうのもどうなんだろう。むしろいなくなったほうがすっきりお見合いに向かえない？

「そういえば礼人な」

「えっ!?」

　突然礼人さんの名前が出て、飛び上がりそうになった。

　しかし、なんとか平静を保ちながら息を吐いた私に、兄は続ける。

「十日後見合いすることになった。まだ礼人も知らないから言うなよ。もうすぐアイツ台湾出張だろ。そのときあっちで会長も含めて会うから見合いの件を伝えるつもりだ」

「え、あ、うん……」

　なんでまだ本人も知らないそんな話を私にするのだろう。協力したからかな。

「うまくいったらいいね」

「そうだな。会長も楽しみにしている」

「そっか」

　そう聞いて、息を吐く。と同時に胸が痛みだす。

　本当にお見合い決まったんだ。

　今度こそお見合いしたら結婚まで進むかもしれない。それが目的だし、そうしてもらわないと私も困るのだけど。

　ふいに海外赴任の希望調査を思い出した。

　礼人さんは出そうとしていると怒っていたけど、どうもこのままじゃ彼への気持ちを振り切るために行くことになりそうだ。






　会社に行ってみると、電話が鳴っていた。

　先に来ていた奥田さんが電話を取っていて、私も慌てて取る。

　こんなに朝から電話が鳴ってるなんてなんだか嫌な予感がした。

「天ヶ瀬不動産海外事業本部の近衛です。あ、相良さん」

　相手は相良さんで、彼は台湾現地本社の海外事業部に出向しているに日本人社員だ。

『建材が届いてないんだ。奥田さんに確認してもらってるけど返事がなくて』

「すみません、私もまだ状況が把握できていないので、把握次第、すぐに折り返します」

　電話を切ると、同時に奥田さんも電話を切ったところだった。

「奥田さん、建材の手配ってどうなってますか？」

　奥田さんは椅子から立ち上がり、深々と頭を下げる。

「申し訳ありません！　私が高雄港手配にしたんです！　今日から作業ですよね、どうしよう」

「高雄、か」

　着予定の基隆港とは正反対の位置にある港の名前だった。

　考えていると、私の五期上の桐井きりい華世はなよさんが出社してきた。

　状況を聞くなり、冷たく言い放つ。

「やっぱり。いつか大きなミスすると思ってたのよ」

「桐井さん、その言い方は……」

「普段から仕事なめてるからよ。私はちゃんと確認しろって言ったわ」

　桐井さんが言い放つと、奥田さんが唇をかむ。

　いつも奥田さんは真剣に仕事してるし、不安な時ははっきり聞く人だ。経験が浅いとか関係なく、そういう姿勢が相手にも伝わり、取引相手にも信頼を得はじめている。

　普段言い返すことなんてないのについ口を開いてしまう。

「奥田さんは普段、きちんと責任をもって仕事をしていると思います」

「でもミスしたじゃない」

「ミスしない人間なんていません」

　桐井さんが眉を寄せているのを見て、しまったと思った。彼女は少し難しい人で、周りの社員も発言に気を付けているふしがあり、私もずっとそうしていたのだけど。

　しかし、今、そんな話をしてる場合じゃない。

　私は不安そうにしている奥田さんの方を向いた。

「それよりまずはリカバリーしましょう。高雄に荷物が本当に到着しているか確認してください。もしあれば何日保管してもらえるかも聞いてもらえれば助かります。私は部長と相良さんに連絡して陸路か海路でどうするか考えるから。心配しなくても大丈夫よ」

「は、はい。申し訳ありません！」

　奥田さんが頭を下げる。

　私は大丈夫、ともう一度言って席を立った。






　結局礼人さんの尽力もあって、その日のうちに建材は予定地まで運ばれ、事なきを得た。

　しかし、私はなんだか気持ちが晴れなかった。

　ひとつは、桐井さんが怒って礼人さんに文句を言いにいったこと。彼はうまくなだめてくれたみたいだったけど、私が口をはさんだせいで余計に怒らせたのかと思うと、奥田さんにも礼人さんにも申し訳なかった。

　そしてもう一つは、いつも元気な奥田さんがしゅんとしていて、今にも泣きだしそうだったのだ。

　こういうとき、どうやって声をかけてあげていいのかわからない。私は決して立派な先輩といえるわけでもないし。

　でもしゅんとしている奥田さんを放っておけなくてつい声をかけてしまった。

「ごめん、私がでしゃばったから余計に桐井さんを怒らせたんだと思う。本当にごめんなさい」

　奥田さんは私の言葉に驚いた顔をした後、ふわりと微笑んだ。

「いえ、かばってくださって嬉しかったです。それに私の確認ミスなのは確かですから怒られるのはあたり前です。本当に申し訳ありませんでした。部長にも謝罪してきます」

「うん、随分尽力してくれていたし、それはそうしたほうがいいわね」

「はい」

　奥田さんは立ち上がり、礼人さんのところに行って深く頭を下げていた。

　礼人さんが何か言い、奥田さんは硬くなっていた表情を少し緩めていてホッとした。






　その日は気付いたら夜八時を回っていた。

　奥田さんは疲れた様子で先ほど帰っていったが、まだ元気がなさそうだった。

「本当に落ち込んでたな……。私も最後の確認に付き合えばよかった」

　奥田さんは今年異動してきた。三年目で新人ではないが、知らないこともまだ多いはずだ。奥田さんは分からない案件は分からないと言ってくれるので、安心しきってしまいこちらから確認しなくても大丈夫だと思っていた私の甘えもあったのだ。

　会社を出ようと廊下を歩いていると、休憩室が目に入る。その奥でどうも男女が抱き合っているように見えた。

　見ちゃいけないものを見てしまったと思い視線を逸らす。

　しかし女性の服装にも、男性のスーツにも見覚えがあったことに気づく。つい足が後ろに戻った。

「礼人さんと、奥田さんだ……」

　奥田さんは彼の胸の中にいる。慰めているようにも見えるが、それにしては距離が近すぎる。

「どういうこと？」

　意味がわからない。

　しかし、私は彼女でもなんでもないんだから、問いただせるはずもなかった。

　見ていられなくて、そのまますぐに踵を返して走り出していた。

















第三章












　次の日、体調は最悪だった。

　昨日の夜、二人の様子を思い出して眠れなかったのもあるが、生理が始まり生理痛が今回に限って重い。

　仕事中は顔に出さずなんとか堪えられていたのに、終業時間になるなり耐えられなくなった。定時で立ち上がると、失礼します、とできるだけ平静な顔で部署を出る。

　出たところで、礼人さんが追いかけるように出てきた。

　仕事中は見ないようにしていたけど、正面から見てしまうとなんだか泣きそうになる。

「送る」

　慌てて周りに誰もいないことを確認し、首を横に振った。逃げるようにエレベーターに向かって歩き出す。

　エレベーターに乗ってすぐに『閉』ボタンを押したのだけど、扉が閉まる直前に礼人さんが滑り込んできた。

「いうことを聞け。上司命令だ」

「送らせろなんて言う上司、パワハラ及びセクハラです」

　強気で言ってみたが、だめだ。なんだかくらくらしてきた。貧血だ。

　彼は足元がおぼつかなくなった私の肩を支える。

「体調悪いんだろ。帰る途中で倒れられても上司として困る。とにかくおいで」

　そのままエレベーターの地下のボタンを押し、車に押し込むように乗せられた。

「本当に大丈夫？　このまま病院行くか？」

「生理痛なので大丈夫です」

　はっきり言うと、礼人さんは「そうか」とだけ返し少し困った表情をする。

　生理痛なんて伝家の宝刀だ。実際そうなのだけど、これ以上話をしたくないのもあってわざと伝えた。

「なら、うちよりは沙希の家の方がいいな」

「そんなの当たり前、いっ……」

　急に痛みが来て、お腹を押さえる。

　マンションに着くなり彼は私を支えるように歩きだした。

「も、大丈夫です」

　玄関先までと思っていたら、少々強引に入られ部屋のベッドに寝かされた。

　やけに間取りに慣れていると思えば、ここは幼い頃から住んでいて礼人さんも昔来ていたんだと思いだす。

　彼はベッドで横になる私の髪に優しく触れた。

「まだ少しやることがあるが、あとで戻る」

「そんなのいいですよ。寝てるだけで治ります」

「だめだ。今日から悠希も出張だろ」

「なんで知ってるんですか……」

「会長の予定が分かれば大抵わかる。悠希は会長と先に行っていてあっちで合流の予定だしな」

　出張先で合流。

　――もうすぐアイツ台湾出張だろ。そのときあっちで会長も含めて会うから見合いの件を伝えるつもりだ。

　兄の言葉を思い出して胸がぎゅうと締め付けられる。

「礼人さんも明日から台湾出張じゃないですか。余計にだめですよ」

「だからそばにいたいんだって」

　頭をポンポンと叩かれ、礼人さんが立ち上がった。

　いいのに、とまた呟いた私に彼は「とにかく何も考えずに寝ていなさい」と言って出て行ってしまった。

　なんで突然上司みたいに言うんだ。

　そう思って、上司なのだから当たり前だと思いなおした。






　夜半、目を覚ますと目の前にスーツを着たまま寝ている礼人さんの顔があって跳ね上がりそうになった。

　私のお腹にはうちのものではないブランケットがかけられている。

　彼の顔を見て、彼がここにいてくれてほっとしていると気づいてしまった。いつの間にか彼が近くにいることが当たり前になってきているのかもしれない。

　このままじゃまずいよね。

　考えているとふいに礼人さんが目を開けた。

「起きた？　大丈夫か？」

「はい。このブランケットは？」

「見つけられなかったから俺の自宅から持ってきた。お腹は温めた方がいいんだろ」

「なんで温めた方がいいって知ってるんですか」

「聞いた」

　誰に何を聞いてるんだ。

　気にはなるけど、突っ込む気力がない。

　温かいお茶でも淹れてくるから待ってろ、と頭を撫でられ、そのまま行ってしまいそうになる。思わず彼の腕を掴んでいた。

「どうした？」

　なんだかもう少しだけここにいてほしくなった。そんなことは勿論言えない。

「すみません。なんだか色々ご迷惑をおかけしました」

　彼は私の顔をじっと見ると、私の方に一歩戻って髪を撫でる。

　彼を見ていると無性にキスしたくなる。

　それが分かったのか、唇が合わされた。

「んっ……」

　それから額を合わせて目を細められる。

「迷惑だなんて思うはずないだろ。俺は沙希が好きなんだから」

「…………」

　お見合いも迫ってるのに、奥田さんとの仲だって分からないままなのに。

　それでもこうしてここにいてくれるのが嬉しくてたまらない。

　優しく抱きしめられ、背中を撫でられた。

「もう少しここにいるから。落ち着いたらお茶だけ淹れてくる。まだ痛いか？」

　心配した低い声すら、もっと聞いていたくて頷いて嘘をついた。

　彼は優しいから奥田さんも慰めていたのかな。

　一瞬見ただけなのに礼人さんと奥田さんがやけにお似合いに見えてしまったことを思い出す。

　これが恋愛での嫌な予感ってやつかもしれない。






　次に目が覚めた時には、狭いベッドの中で、私が礼人さんに抱き着いて寝ていて心底驚いた。

「わぁっ！　申し訳ありません！　こんなところで！」

「ハハ、いいって」

　楽しそうに笑って立ち上がり、ぐっと背伸びしながら彼が言う。

　後ろ姿に見とれていると、彼がこちらを向いた。

「昔、この部屋でおままごとに付き合わされたの覚えてるか？」

「ふぇっ!?」

「なんだ、覚えてないのか」

「はい、全然……」

　私が言うと、まぁ、無理もないな、と笑う。

「あの時から沙希は素直でかわいかったよ」

　なにそれ。子ども扱いはしないでほしい。

「ただあの頃は、こんなに好きになるなんて考えてもなかったなぁ」

　独り言のように呟いた彼の言葉が耳にまっすぐ届く。

　私が驚いて見つめると、彼はいたずらが成功した子どものような笑みを向けた。

「一度着替えに戻ってそのまま出張に行くからもう帰るな。部の方もよろしく」

「あの……礼人さんもシャワー浴びて、朝ごはん食べて行ってください。よければ着替えも兄がまだ着ていないものがありますので。一度洗ったものでなくて申し訳ありませんが」

「いやそこまで世話になるわけにはいかない」

「でも、こんなことまでしてもらって、このままじゃ私がいたたまれませんので」

「そう？　じゃあお言葉に甘えて」

　礼人さんがシャワーを浴びている間に、着替えとタオルを用意して、朝食の準備も。

　ゆっくり眠れたのも幸いして、生理痛はもうすっかり落ち着いていた。

　私も続いてシャワーを浴びバスルームから出ると、彼が手慣れた様子でコーヒーを淹れている。

「コーヒー勝手に淹れたぞ」

「ありがとうございます、よくわかりましたね」

「だから昔よく来たんだって」

　礼人さんは微笑む。

「おじさんたちが淹れてくれて最初は半ば無理矢理飲まされたよ。それで慣れた」

「あははっ」

　私の両親はふたりとも元気だが自由だ。喫茶店を営んでいたのだけど、そのうち現地でコーヒー豆の栽培をしたいと言い出し、私が高校を卒業すると同時に、ブラジルに移住した。今は年に一度も帰って来ない。

　私も朝食の準備を再開し、テーブルに並べた。トーストにオムレツ、ベーコンとサラダにフルーツをたっぷり入れたヨーグルト。

　兄に出すものよりも勝手に内容が豪華になった。

「お口に合うかわかりませんが」

　二人で手を合わせて、いただきます、と声が揃う。

　食べるなり、礼人さんが顔を綻ばせた。

「うまいな」

「よかった」

「こうしてるとまるで新婚みたいだな」

「ぶうっ……！」

　危うくコーヒーを吹き出しそうになった。

　この人はなんてことを言い出すの！

　結局何かおかしなところにコーヒーが入ったみたいで、げほ、げほ、と咳込む。

　礼人さんが立ち上がり、私のところまで来ると背をさすった。

「すみません……ありがとうございます」

　やっと落ち着いたところで礼人さんにお礼を言うと、彼の真剣な目と視線が絡んだ。

　心臓の音が急に速くなり、彼が口を開く。

「沙希。結婚を前提に付き合わないか？　俺としてはすぐ結婚でもいいんだが」

「い、いや、何言って……」

「だめか？」

　そんな懇願するような目で見ないで！

　思わず頷きそうになったわ。

「だめに決まってるじゃないですか！」

「何も決まってはないだろう？」

「前にも言いましたが、私は軽い付き合いしかできませんし、そもそも礼人さんは会長の認めた女性と結婚しないと」

「俺が後継ぎだからってこと？　祖父も父も納得させるって」

　この人いったい何を言い出したの？

「だめです！　何考えてるんですか！　兄にもなんて言われるか」

「悠希にも納得してもらう」

「納得って。兄が納得するはずないじゃないですか！」

　あの兄が会社の後継者の相手が私で納得するはずがない。

　私が悶々としていると、部長は眉を寄せた。

「沙希は周りばかり気にするんだな。肝心の沙希の気持ちはどうなんだ？」

「え？」

「沙希はどう思う。俺のこと嫌いか？」

「それは――」

　そんなふうに言われても、困る。嫌いってはっきり言えるほど、彼をもう突き放せないところまで来ている。

　彼の顔が近づいてくると当たり前みたいに唇が重なった。

「んっ……」

　探るようなキス。唇はゆっくり離れていった。

「な、なにするんですか」

「今が押すチャンスかなと思って」

　ニコッと彼は微笑む。対照的にムスッとした私の手を彼が取る。

「なにそれ、んんっ……！」

　手を強引に引っ張られて、そのまままたキスされた。

　ちゅ、ちゅ、と何度か口づけて礼人さんが微笑む。

「昨日、寝ている沙希にキスしたかったけど、許可がないとな」

「いまも許可してません」

「そうか？」

　甘く目を細め、それからまた口づけられる。

「んっ、ふぅっ……」

　今度は舌が入ってくる。それだけで身体が彼の熱を思い出す。舌をつつかれ自分から絡めると、彼は満足したように唇を離した。

「え……？」

　もっとするのかと思ってた。というか私がもっとしたくなってた。

　彼は意地悪に微笑み、席に戻る。

「さ、食べようか」

「…………」

　もしかしてわざとです？

　気付いたらムッとしていたみたいだ。私の顔を見て彼はクスリと笑う。

「そんな可愛い顔してたら押し倒すぞ。困るだろ？」

「なっ……！」

　なんだか手の上で転がされているようで解せない。

「わ、私は礼人さんと付き合うとか結婚とか、絶対考えられませんから」

　思わず最後に言い放っていた。






　その後礼人さんは出張に行ったけど、メッセージは何度も入ってきていた。

【礼人：もうおなかは痛くない？　大丈夫か？】

【礼人：胡椒餅を久しぶりに食べた。沙希は何食べた？】

　スタンプもないかわいげのないメッセージが彼らしくて笑ってしまう。

　早く会いたいなぁ、と思って、それは部長としてなのか、礼人さんとしてなのか考えてしまう。きっと後者なんだろうなとはわかっていた。

　そして――。

【礼人：日曜にまた見合いをすると祖父から聞いた。沙希はどう思う？】

　私は驚いてそのメッセージを見た。

　なんでそんなこと、私に聞くんだろう。しないといけないってわかってるからだろうか。私の気持ちを確認したいの？

　何度もメッセージを打とうとした手が止まって、結局返せないまま。礼人さんが帰ってくる金曜日になってしまった。






　その日、出先から海外事業本部に戻る途中の廊下で兄が見えた。兄もちょうど出張から帰ってきたところらしい。

　お見合いの話はどうなったんだろう。礼人さんにも怖くて聞けてない。

　声をかけようとしたが、兄が一人ではないと気づく。一緒にいたのは奥田さんだ。

「兄さん、と奥田さん？」

　奥田さんは先に行ってしまい、兄に声をかけた。

「兄さん。こんなところで珍しいね」

「あぁ、用事があってな」

「奥田さんに？」

「よくわかったな」

「さっき見えたから」

　そう言うと、兄は珍しく少し困ったような顔をした。

　兄と奥田さん、妙な組み合わせだ。でも、考えてみれば奥田さんって奥田常務の娘だった。

「どうした？」

「もしかして、奥田さんが、礼人さんのお見合い相手……？」

　つい口をついて出ていた。奥田さんなら、良家の子女。しかも常務は会長や社長と懇意にしている。次期副社長とも目されていた。

　礼人さんのお見合い相手は良家の子女ばかりだし、考えてみればその可能性は高い。

　だからあの日、彼と奥田さんが一緒にいた？

　兄は黙り込む。

「ねぇ、兄さん」

「昔から勘だけは――」

　兄が言いかけて口を噤む。

「え？」

「そうだと言ったらなにか不都合でもあるのか？」

　ぴしゃりと言われ口ごもってしまう。

「いや、ないけど。意外だけどすごくお似合いだと思うし」

　兄はまた黙り込む。それを見てああやっぱりそうなんだ、と納得してしまった。

　私は兄の返事を待たずに踵を返した。

　そしてずっと送れずにいたメッセージを返信する。顔を見たら言えなくなりそうだから。

【沙希：私はお見合いするべきだと思います】






　その日の夜、帰ってきた礼人さんから電話をもらって、彼のマンションに行った。

　なんで素直に行ったのかと言うと、たぶんこれが最後になるような気がしたから。

　私は今日最低なことをする。それでも、どうしても最後に部長ではない彼に会いたかった。

　部屋に着いた私を、彼は蕩けそうな笑顔で迎えてくれた。見ているだけで胸が痛くなる。

　台湾土産を渡され、話を聞きながら二人で夕飯を作って、一緒に食べる。

　礼人さんの料理の手際が良くて驚いた。まだまだ知らないことがたくさんあるんだと思ってしまう。

　食事を終え一息ついた時、ふいに彼が口を開いた。

「そう言えば、ありがとうな。奥田のこと」

「え？」

　突然『奥田』という単語が出てきて、ドキリとする。礼人さんは続けた。

「奥田は誤解されやすいタイプだから、沙希がいて心強かったみたいで」

「ならよかったです。礼人さんも……よく見てるんですね」

　言うと彼は、まぁな、と困ったように笑う。

「奥田さんも礼人さんが上司だから、安心でしょうね」

「俺は沙希ほど面倒見よくないよ。あいつが唯一懐いてるのが沙希だから」

『あいつ』という言葉に親しみが籠っている気がして、つい言葉に詰まってしまった。

「そう、ですかね」

「あぁ」

「だったら嬉しい。私も奥田さんみたいな女性好きなんです。ミスもリカバリーできたからいいじゃなくて、二度と同じミスはしないって本当によく確認してて、さらにしっかりしてきてますよ。もともと異動してきたばかりだったのに信頼も得てましたし、すでに私のほうが頼りにしてる感じなんです」

　それは本音だ。

　だからきっと礼人さんと彼女はお見合いさえすればうまくいく。相手が奥田さんなら文句のつけようもない。

「んっ……」

　突然、彼が優しく口づけた。

　ふわ、と耳元の髪をかきあげられ、ちゅ、と耳にも口づけられる。

　彼は首筋にいくつかキスを落とした後、私の髪を撫で低い声で問う。

「抱いていいか？」

　私が小さく頷くのを見て、彼は口角を上げて微笑むとキスを再開する。

「今日は最初から素直だな」

　だって私は最初からその気でここに来たんだから。






「あっ、んっ……深っ」

　ベッドの上、裸で向かい合って、礼人さんが下から突き上げる。

「んぅっ」

　唇を重ねて合間に息をする。吐いたと同時に、さらに下から突き上げられる形になった。

「んくっ……」

　何度もキスをして、突きあげられながら頭の中が真っ白になる。意識を手放さないように首に腕を回す。そうすると、胸が礼人さんの前に突き出される形になる。

「やぁっ！」

　胸の先端を口に含まれて、吸われるとびくびくと繋がった部分が痙攣するのが分かった。

　少し苦しそうに声を上げた礼人さんが、さらに突き上げる。

「あっ、もっ、んぅ……ん！」

「好きだっ」

「わ……んんっ」

　私も、と言いかけたのを慌てて引っ込める。

　すると唇から舌を差し込まれ、まるで続きの言葉を催促するみたいに舌を絡められた。

「気持ちいい？」

「んっ……はい、っく……」

「可愛いな」

「あっあ、やぁっ！」

「沙希もっと顔上げて」

　舌を絡められ、長く続いたキスの合間。息をするのも苦しくて、飲み込めなくなった唾液が口の端を伝う。それを舐めとられて、また何度も角度を変えてキスを繰り返す。

　間にも、彼の唾液で濡れた胸の先端は指でずっと弄もてあそばれていた。

　おかしくなるほど気持ちよくなって本音が出てしまわないか心配になる。

「あ、んふっ、うっ、っく、あっ……」

　キスの合間に漏れるのは言葉にならない声ばかりだ。

　腰に手が添えられる。腰から持ち上げられて、そのままぐい、と打ち付けるようにさらに深く奥まで貫かれた。

「いっ、あぁああああああ！」

　頭が真っ白になる。なのに動きはまだ止まらない。

　舌を絡める音、繋がりから漏れる水音、すべて耳を激しく刺激する。恥ずかしいのに、身体はいつのまにかもっとと彼を求めだしていた。

　いつからこんなにいやらしくなってしまったのだろう。

　こんなに激しくも濃密なセックスを知ってしまって、他の誰かと同じことをできる日はくるのだろうか。そんな日は、きっと来ない。

「あっ、あっ、やぁっ、気持ちいっ」

　縋るように抱きつく。絶頂が近いのを知らせるように、勝手にナカがひくつきだす。

　それが分かったかのように、本能のままに突かれるのすら気持ちよかった。

「もう、イキそうだ……」

　耳元に熱い息と艶めかしい低い声。その声にゾクリと身体が震える。

「私もっ、もうイクっ」

「今日は素直に言うんだな、いい子だ」

　キスをされてナカをえぐられる。今までにない絶頂が怖くて腰の動きを止めそうになると、礼人さんが意地悪にわざと突き上げる動きを速めた。

「あぁああああんんんっ！」

　気持ちよすぎて何が何だか分からない。

　次の瞬間には再度突き上げられる。膜を隔てていても、私のナカで彼が果てたことすら気持ちいいと感じていた。






「んっ……」

　ごろりとベッドに寝かされて質量のあるものが引き抜かれる。

　少し寂しく思っていると、礼人さんが目の前で苦笑している。

「抜くとき、声出るのわざと？」

「わざとなわけないじゃないですか！」

　怒るとなだめるようなキスを額に落とされる。そして優しく髪を撫でられた。

「身体だけが目当てだと思われたくないんだけどな」

「それは……分かってます」

　どう考えても、身体だけだなんて思えない。いつだって礼人さんは優しくて、私を大事にしようとしているのが伝わってくるから。

　唇が当たり前に重なる。

「んっ……」

「時々、そうやって素直になるな。止められなくなる」

「やっ、今日はもう、無理ですから」

　最後に抱き合いたいと思ってここにきたけど、礼人さんと身体を重ねると激しさと気持ちよさですぐ限界になってしまう。

　彼は困ったように笑って、もう一度私の髪を優しく撫でた。

　なんでこの人は、私にまでこんなに優しいのだろう。

　どんどん好きになってしまいそうで、自分の立っている場所が怖くなる。

　でも彼にはお見合いして、結婚する相手がいる。奥田さんだ。

　それに私はもともと彼を騙してここにいる。私みたいな女は彼の隣にふさわしくない。

　真面目な礼人さんには、明るくて裏表のない奥田さんみたいな女性が合っている。

「私、もう帰ります」

　ベッドから起き上がり帰り支度を始めた。

「今日はもう帰るのか？」

「はい」

　礼人さんは止めなかった。日曜のお見合いもあるからだろう。わかっているのに、いちいち胸が痛む。

「そうか。そういえば、お見合いの件な。いつでもいいだろうって俺は言ったんだが、日曜にどうしてもって祖父が――」

　ぎゅう、と手を握る。

　言おう。彼のお見合いがうまくいくためには、いや、私が完全に彼から離れるためには言うしかない。

　――もう彼と笑って話せないとしても。

　私はまっすぐ彼を見つめた。

「じゃあプライベートで私たちが会うのはこれが最後ですね」

「え？　……どういうこと？」

「ごめんなさい。私は騙そうとして礼人さんに近づいたんです。お見合いするのも前から知ってました。本当にごめんなさい。だからもうプライベートでは会えません」

　彼の顔が驚きの色に染まっていく。

「沙希、それはどういう……」

「どこでも異動する覚悟です。部長、本当に申し訳ありませんでした。お見合い、うまくいくことを祈ってます。部長なら絶対うまくいきます」

　礼人さんがまだ裸であったのをいいことに、マンションを先に飛び出してタクシーに飛び乗る。

　自宅を運転手に告げ、タクシーが発進すると次から次に涙が溢れてきた。

　それは何度拭っても止まらなかった。

　だって本当はまだ終わりになんてしたくなかったから。

　仕事だけじゃなく、プライベートでも私が彼の隣にいたいだなんて、夢みたいなことを強く祈り始めていてもう限界だと思った。

















第四章












　家に戻ると兄はいなかった。少し待ってみても帰って来ないので兄に連絡を取ると、兄は帝都パラシオットホテルにいると言う。

　教えてもらったホテルの部屋に行ってみると、最初の夜、礼人さんと泊まったあの部屋だった。

　何ここ？　もしかして兄さん、誰かと泊まってた？　それとも会長と？

　兄は私を見るなり、珍しく驚いた表情をした。

「どうした？　泣いたのか？」

「突然来てごめんなさい」

　私は深々と頭を下げていた。どうしても伝えておきたかった。

　これからもし礼人さんのお見合いがうまく進まなかったら、それはきっと私のせいでもあるから。

「礼人さんに騙そうとして近づいたって言った」

「え……？」

「兄さんからお見合いの話を聞いて近づいたなんて騙したと同じでしょ。だからバチが当たったんだ。礼人さんはただ寝た責任を取ろうとしてくれてただけっていうのも分かってたのに、近くにいるとどんどん好きになっちゃってた」

　兄は黙り込む。

　困っているのだろう。これから家柄も申し分ない令嬢とお見合いするってときにこいつは何を言い出したんだと思っているに違いない。

「それは沙希が礼人と結婚したいってこと？」

「したくても無理だよ。家柄が違いすぎるし、何より私は礼人さんを騙したんだから。奥田さんにだって申し訳ない」

「…………」

「礼人さんのお見合いの相手、奥田さんなんでしょ。そうじゃなきゃ、兄さんと奥田さんが社内で話してるなんて不自然だもん。奥田さんが相手なら私は……いいと思った」

　兄が何か言おうとしたとき、部屋の奥から礼人さんが出てきた。

「礼人、さん!?」

　思わず腰が抜けそうになる。

　なんで？　兄とここに泊まる予定だったの!?　でもさっきまで私と一緒にいたはず。

　混乱している私の目の前まで礼人さんは歩いて来ていた。

「今の、どういうこと？」

「え、あの」

「ちゃんとこれまでのこと全部説明して」

　礼人さんが低い声でぴしゃりと言う。兄を見ても、兄は自分には関係ないという顔をしていた。

　私は礼人さんの威圧感に負けてしどろもどろで説明を始めなければならなかった。

「礼人さんが、その、女性には興味がなくて困っているって……それで、お見合いも連敗していると聞いて。次のお見合いのために女性に少しでも興味が持てるように協力してほしいって」

「それは悠希から？」

　私は頷き、続けた。

「私みたいな全然魅力ない奴がおこがましいんですけど、いつも助けていただいていますし、困っているならどうにかしてあげられたらなって……ほんと恥ずかしいくらい高慢な考え方で、なんでそんなことを考えたのか自分で自分が分かりません」

「沙希の話は？」

　突然礼人さんが言う。

　私の話って？

　目を丸くして彼を見つめた。

「俺の沙希への思いを聞いたわけじゃなかったのか」

「私への？　えっと……どういうことでしょう？」

　意味がわからない。

　私が礼人さんを見つめると、彼は真面目な顔で私だけを見つめていた。

「そうか。悠希のことだから全部伝えるとは思ってなかったけど、沙希が変だったのはそういう理由だったんだな。あぁ、大体わかった」

「えっと……？」

「よく聞いてくれ、沙希。俺は悠希と祖父に『沙希以外は見合いのどの女性にも嫌悪感しか抱かずまったく興味がなくて困っている。沙希以外の女性に触れられると寒気がする』と言ったんだ」

「わ、私以外……？」

　私以外に触れられると寒気がする？　え？　最初、そんな話だった？

　頭の中が整理できない。

「そう。俺は沙希以外の女性は元々無理だった。それくらい沙希が好きだった」

「い、いつから」

「どうだろう。ずっと前からかな。同じ部署になってからはもっと。でも上司と部下の関係では、自分から好意を伝えることはできなかった」

　好きだった？　礼人さんが私を？　まだ信じられない。

「それを聞いてくれたから、あの日、誘ってくれたんだと思ってた。だから少々強引になってしまったんだ。それでも沙希は拒否しなかった。少しでも思いが通じたんだと思って嬉しかったよ」

「でも、私は本当は礼人さんを騙そうとしたんですよ？　女性に慣れるまでだけだって」

「それも俺を思ってのことだろ？」

「そういうわけじゃない。私はそんなできた人間じゃないんですっ」

　私は巻き込まれたふりをして、その相手が礼人さんだったから動いた。

　兄に関係のない男性と付き合いたい、なんて嘘だ。他の誰かだったら、どんな手を使っても断っていた。

　兄のせいだと心の中で言い訳して、礼人さんと一緒にいたかったのかもしれない。

「奥田さんとお見合いするって分かっても、どうしても諦めきれなくて……。だめだって思うほど、礼人さんといたくて。だから今日は最後に一度だけって」

　彼がお見合いで結婚してしまうなら最後にって考えた。そんな最低で狡い自分を初めて知った。

「沙希、今は俺のこと男としてどう思ってるんだ？」

「それは……」

　言っていいのだろうか。これからのお見合いの迷惑にしかならないってわかってるのに。

　私が戸惑っていると、彼は苦笑して言う。

「って、さっきの声、しっかり聞いてたけどな」

　聞いてたんですか！　なら言う必要ないんじゃないかな。

　と思っているとその考えを見透かしたように礼人さんは続ける。

「でも、ちゃんと俺に向けて沙希の口から聞きたいんだ」

　言っていいのかな？　本当に迷惑じゃない？

「教えてくれ、沙希」

　優しい彼の声に口が開いていた。

「礼人さんがお見合いしなきゃいけないって頭では分かってても、それでも、あなたのことが好きになってました。本心ではお見合いなんてしてほしくなかった。今度の奥田さんとのお見合いだって、本当はやめてほしいって願ってた」

　深く息を吸う。ずっと胸がドキドキと音を立てていた。

「騙すように近づいてごめんなさい。邪魔して本当にごめんなさい。それでも私は礼人さんのことが好きです」

　瞬間、引き寄せられ、礼人さんの腕の中に入れられる。

「嬉しい」

　礼人さんを見上げると破顔して、こちらを見ていた。

「そもそも見合いの件だって大丈夫だって。奥田は見合い相手じゃない」

「え？　でも、兄さんだって奥田さんと話してて」

「あいつからも悠希からも言うなって言われてたんだけど、奥田は昔から仲のいい従妹だ」

　兄も加える。

「ちなみに俺の彼女だ」

「はぁ!?」

　兄さんの彼女!?　全然聞いてないけど！

　兄は飄々と続ける。

「あ、俺が恵に言うなって言ったんだ。沙希と礼人の進捗を聞くためにな」

「ついでに俺も沙希の様子を聞いたりしてたが」

　礼人さんも加えた。

　後輩に何聞いてるのよ!?

　目を見開いている私を見て礼人さんは苦笑する。

「あいつ、沙希のこと好きだから。いちいち沙希を泣かせるようなことをしたら俺でも許さないってしつこくて」

「ま、前抱き合ってたのは？」

「俺と奥田が？　抱き合ってた？　まさか」

「休憩室で」

「あぁ……あのミスのあった日？　あれさ、発注前に一度桐井さんにも確認してたらしいんだよ。言い返したくても、桐井さん本人はシラを切りとおしたみたいで。それに腹が立って『ふざけんなーーーーー！』って泣きながら当たられただけ。奥田が俺の胸を本気で殴るから痛かった。あいつかなり負けず嫌いで力も強いんだよ。昔から」

　兄も知っていたように続ける。

「そういう強気なところは仕事で出すなって俺からも釘を刺してるんだけどな。ま、いいサンドバッグが身近にいて助かってる」

「サンドバッグって……」

　礼人さんは眉を寄せ苦笑した。

　奥田さんのイメージ変わるな。兄と付き合えているだけあって案外見た目と中身が違うのかもしれない。そんな奥田さんを知っても嫌いにはなれないけど。

「台湾で見合いの話を聞いて、沙希が緊張するだろうしもう少し先でもいいと言ったんだがな」

「私が？」

「まだわからないか。今度のお見合いの相手は――」

　すっと礼人さんが私を指さす。

「わ、私!?」

「見合いのことまでなんで聞いてないんだ？　全然話が通じないと思った。見合いと言っても実質沙希との顔合わせだよ」

　兄はわざと不思議そうに首をかしげる。

「言ってなかったか？」

「聞いてない！」

　兄は、そうだったかな、と口角を上げた。

　絶対の絶対にわかってて言わなかった！

　兄は目じりを下げて続ける。

「もう会長もお前以外いないと思ってるから安心しろ。沙希はもちろんオッケーだよな。好きだって兄の目の前で告白した話まで、嘘だなんて言わないよな」

　ニコリ、と兄はスマホを取り出す。

　みてみると何かが録音されている。再生ボタンが押されると、私の声が再生された。

『礼人さんがお見合いしなきゃいけないって頭では分かってても、それでも、あなたのことが好きになってました。本心ではお見合いなんてしてほしくなかった。今度の奥田さんとのお見合いだって、本当はやめてほしいって願ってた。騙すように近づいてごめんなさい。邪魔して本当にごめんなさい。それでも私は礼人さんのことが好きです』

　本当にやめてください！

　なのに礼人さんまで目じりを下げ「それ、あとで送って。一生大事にする」とか言っている。

「なっ、え……？　ちょっと待って兄さん」

「最初から礼人がお前に告白したり、俺から『礼人がお前を好きらしいから見合いしろ』と言ったりしたらお前はしたか？　あれだけ警戒して避け続けてきた相手だ。後ろめたさのひとつでもないとしなかっただろ？」

「それは……」

「つまりそういうことだ。今では会長も家柄なんて関係ないと言ってくれてるし」

「どういうことよ!?」

　兄のスマホが鳴った。兄は「えぇ、抜かりなく」なんて言いながら、すぐに電話を切ると室内にかかっていたジャケットを羽織る。

「俺、会長に呼ばれたわ。行ってくる。言い忘れてたけど、この部屋は見合いの日曜まで取ってるから。俺からのプ・レ・ゼ・ン・ト」

　兄は勝手に言うだけ言って、サッと出て行ってしまった。

「なにそれ」

　まるで嵐だ。

　しかし、二人で取り残されてしまえば、居心地の悪い空気が私を包んでいた。

　礼人さんなんて私を見て笑っている。つい頭を抱えた。

　私だってまだ混乱しているのだ。

「公開告白して、しかもあの兄の前で……。一生言われ続けるんだろうな」

「いいじゃないか」

「よくないですよ！　わざと私を誤解させるような言い方してけしかけて！」

　彼はふふっと笑って私の髪を撫でる。そしてふわりとした優しい笑顔のまま口を開いた。

「俺はよかった。ああやって悠希の前で宣言すると、沙希は引き返せなくなるところがあるだろ？」

「なんだか、顔と言っている内容が合致してないような気がするんですけど」

「そう？　沙希が好きだと言ってくれたから、自信が出てきたのかもな」

「もともと自信満々に見えましたが」

「沙希は分かりやすいからある程度は強く出られたけど、きちんと気持ちを本人の口から聞くまでは線引きはするさ」

「線引き」

「そう」

　これまでも強引だったし、あれでなにを線引きしていたのか逆に知りたい。

　でも、知ってしまってはなんだか引き返せないような気がして、口を噤む。

「あれ、聞かないんだ」

「何でもかんでも知っているからいいってわけでもないかなぁって」

「さすが悠希の妹だな、悪い予感だけは察知できるんだ。悠希は『沙希の恋愛の勘は全く当たらないんだ』って笑ってたけどな」

　なんか礼人さん、意地悪な顔で笑ってますね。これ、夜に意地悪するときよくする顔。

　それに気づくと頭では逃げ出したくなるのに、身体は彼のそばを離れようとしない。

　頬に触れられ顔を上げると、抱き上げられ唇が重なった。

「沙希。俺が最初の夜の責任を取りたくて『沙希と結婚したい』って言ったんじゃないことはわかってくれたよな？」

「は、はい……」

　もうわかってる。そんな念押しするように言わなくても。

　思っていたことがバレたのか、彼はぴしゃりと言った。

「もう誤解で一秒もすれ違いたくないんだ」

　再度重なった唇は、頬、瞼、額に落ちて、耳元に落ちる。

　そのまま顎、首筋、とキスされて味わうように舌が這った。






　ベッドまで続く道に、私の着ていたものが点々と落ちている。

　私はすっかり裸で、ベッドの上で礼人さんに胸を弄られていた。

「んっ、あ……ふぅっ……！」

　いつもより長く激しい愛撫に何度も軽くイかされて、もう限界だとベッドにうつぶせになるように動くと、彼の楽しそうな笑い声が降って来た。

「それ、余計に煽ってるぞ？」

「へ？」

　うつぶせになった私の腰をぐい、と持ち上げられる。そうすると礼人さんの方に腰からお尻を突き出す格好になってしまった。

　なんてこと！

「やらしい格好だ」

「ち、違うんですっ」

　必死に言い訳してみても、彼は信じていないように笑ってお尻をするりと撫でる。

「何が違うって？　こんな恥ずかしい恰好してること？　それともさっきよりももっと濡れてきてること？」

「やだっ……見ないで、んんっ……！」

　突き出されたお尻を掴んで、濡れている場所に礼人さんの顔が埋まる。

　ふう、と息を吹きかけられたと思ったら、そのまま濡れた舌が秘唇に侵入してきた。

「ふぁ、あっ！　やだぁっ！　だめッ……！」

「だめじゃないだろ」

「そこで喋んないでぇ！」

　びくびくと震えているうちに舌がナカに入ってくる。同時に、指が零れたぬめりを纏って、硬くなった尖りに添えられる。

　優しく摘ままれただけで、すぐに限界に達してしまう。

「ふぁっ……！　だめだめだめだめだめぇっ！」

　がくがくと腰が揺れる。ぽたぽたと落ちる蜜がシーツを汚していった。

　一気に高みまで追い上げられた疲れで、くたりとベッドに沈んでしまう。

　ぐるりと上を向けられて、礼人さんと目が合った。

「気持ちよかった？」

　気持ちよすぎて、泣きそうだった。素直にこくんと首を縦に振ってしまう。

　目の前で彼が甘く優しいほほえみを浮かべる。

「もっと気持ちよくなろうな」

　優しい笑みに言葉の意味の理解が追い付かなかった。

　脚の間に手が差し込まれる。太ももをするりと撫で、ぬかるんだままのそこに指が進んでいく。

「やっ、も……！」

　先ほど舌が差し込まれ、しっかりほぐされていた場所に指が入れられる。

　指がナカに入って上下すると、攪拌かくはんされた液体がナカから零れ落ちてお尻を伝っていく。

　指をナカに入れながらキスされ、指を締め付けてしまう。

「も、入れてくださいっ」

「それ、クるな。もっと言って」

「意地悪しないで……。礼人さんが欲しいの……んっ」

　唇に口づけられ、頬を合わせられる。

「なんで今日、そんなに素直なんだ」

「だって、礼人さんの本当の気持ちが分かったから。私も素直でいいのかなって……」

「本当に、どこまで煽れば気が済むんだ」

　礼人さんの瞳がギラリと光り、彼が少し乱暴に自分の服を脱ぐと、期待を込めて彼の身体を見つめてしまう。

　その視線に気づいたのか、彼はこちらを見て妖艶に微笑んだ。

「どうする？」

「え？」

　どうするって？

　彼は困ったように笑って言う。

「俺は今すぐにでも沙希との子どもが欲しいけど？」

　はっきり言われて絶句する。

　考えてなかった。でも想像してみると決して悪いものじゃない。

　ただ、きっぱりとすぐに欲しい！　と言えない自分だってそこにいる。

「一生のお願い、って言ってもだめ？」

「うぐっ……」

「ごめん、沙希がお願いって言われるの弱いって知ってて意地悪言った」

　礼人さんは苦笑して、避妊具を手早くつける。そしてコツン、と額を合わせた。

「まだ俺の気持ちを知ったばかりで決意なんてできないよな。いいよ、待つから。沙希が俺の愛の大きさを知って、子どもを作ってもいいって思った日から避妊せずに毎日しような」

「毎日は、たぶん無理だけど……私も、礼人さんとくっついていたい。ふぅっ……」

　ちゅ、ちゅ、と軽いキスからすぐに深い、泡立つくらいのキス。

　離れる瞬間、寂しくなる。彼の首に腕を回して、もう一度キス。

「もっとキスして」

　何十回も、何百回も、たぶんもう数えきれないほどしてるよね。

　なのに、もっとしたいって思っちゃうのはなんでなんだろう。

　素直に言うと、礼人さんは困ったように笑った。

「その顔見て、その声聞いてたら格好悪いけどすぐイキそうで困るな」

「ぁんっ！」

　くるりと横向きにされ、後ろから首筋、肩、背中にキスをされる。

　口元が緩んで何度も言葉にならない声が出る。

　でも、やっぱりキスしてほしくて無理に後ろを向くと、また困ったように笑われて深いキスをしてくれた。

「………ふぁっ、んっ」

　キスしながら、胸の先を弄られる。勝手に身体も跳ねる。どんどん先ほど掴んだ快感が蘇る。

　知ってるよね、もう全部。どこがどう気持ちいいとか。

　ゆるゆると触れられるのも、意地悪く触れられるのも恥ずかしいけど、好きだ。

　考えていたら、いきなり下半身に指先が伸びる。

「ひゃっ……！　あ、ぅんっ、だめっ」

「さっきより濡れてる」

　いちいち言わなくていい！

　そう思うけど、わざと音をたてながら指は濡れた溝を何度も往復する。腰がそれに合わせて勝手に揺れる。礼人さんの先端が濡れた場所にあてがわれた。

「ひゃっ……こ、このまま？」

　横向きのままで初めての体勢に戸惑って聞く。

「あぁ、より深く沙希を感じられるから」

　片脚を上げられ彼の切先が入り口からナカに入ってくる。

　身体が少し緊張して、震える。

「一気に入れるぞっ」

「はい、……ぁあああああああん！」

　ぐい、と中まで一気に押し込まれた。

　まだ全部入るにはきついのに、さらに変なところに彼が当たる。

「だめ、これ。へんなとこにっ……！」

「ん？　変なとこって？」

　彼は私の片脚を持ち、嬉しそうな声で問うと、ゆっくりと動き出した。

「ふぁっ、あっ、だめっ、それっ！」

　いつもと全然違う。深くて、強い刺激に背中がすぐに弓なりになる。

　慌てて止めようとしても手は宙を舞った。

「あっ、あっ、あっ、あんっ、くぅっ！」

　これまでと違う場所に連れて行かれそうで怖い。だけど彼は容赦なく動き続ける。

　室内には、肌と肌がぶつかる音と濡れた音。

「キス、してぇ………ふっ」

　後ろを向いてねだるとキスしてくれる。

　口の中に舌が入り込む。流し込まれる唾液を夢中で飲み込む。

　零れた唾液を礼人さんが指先ですくって、それを胸の先端に塗る。

「んふっ、くっ、やっ……！」

　恥ずかしいくらい全部気持ちいい。それが分かっているのか、礼人さんは責める手を止めてはくれない。

　彼の舌が何度も自分の舌に絡まる。

「ん、あっ、ぅうっ、んっ……」

　空気と液体の混じる音が、口元から、そしてつながっている場所から漏れてくるのが、頭をグラグラとさせた。

　礼人さんのもう片方の手が、つながっている場所に伸びる。

「それ、だめっ……！」

　なにをされるのか瞬時に分かったけど、止められなかった。

　つながりの上の尖りを指先で優しく撫でられる。

「ふぁああああああああああっ！」

　それだけなのにびくびくっ、と身体が動いて、一瞬でイった。

　だけど、まだナカを強引にこすられて、敏感な部分を弄られ続けている。

「も、だめぇ！」

　もう、本当に耐えられません！

　涙目で礼人さんの目を見ると彼は愉しそうに笑ってる。やっぱり鬼だ。

「んんっ！」

　それから何度イッたのか分からない。

　気付いたら目の前に礼人さんがいて、泣かしたのは彼なのに、私は泣きながら彼にすがりついていた。

　次は向かい合った形で彼が入ってくる。

　いつの間にか噛みしめていた唇をこじ開けるようにして彼の舌が入ってきた。

「あんっ！　やぁ……」

　キスをしながら、礼人さんはまた腰を打ち付けだす。そうされると、先ほど何度もイッたはずのナカも喜ぶように彼を締め付けてしまう。

「いっ、ぁあんっ………っ！」

　揺さぶられていると気持ちよくて頭がおかしくなりそう。

「すごっ……い、いっ、気持ちいいっ」

「あぁっ、気持ちいいな」

「んっ、礼人さんも？」

「あたりまえだ。最初の日からずっと溶かされるんじゃないかってくらい気持ちいい」

　いつの間にか自分からも動いている。さっきから自分じゃないような高い声が口から出てくる。

「礼人さんっ」

　合間に、彼の名を呼んで。一瞬脚が伸びそうになると、足首を掴まれた。つい身構えるけど、もう勝手に身体が動き続けてしまう。ストロークが深い部分を何度もえぐる。

「あ……も、だめぇっ」

「あぁ、だめになれ」

　怖くなってぎゅうと背中を掴むとキスをされた。

「イキそうなら、イクって言って」

「んっ、やだぁっ」

「気持ちいいも言えるようになっただろ」

「恥ずかしい、から」

「もっと気持ちよくなれる。安心しろ、俺しかいない。俺にだけ聞かせて。沙希の恥ずかしい声も、顔も、言葉も、全部」

　奥まで一番深く突き上げられる。

　最後だと言わんばかりに繋がりの上の尖りをぐりっ、と強く押し込まれる。

　そのままさらに強く揺さぶられた瞬間、身体が弓なりになる。

「あっ、あ、あ、あぁっ！　うくっ、い、イ、イクッ、イッちゃう！」

「俺も……イクっ！」

　ナカが震えて、ぎゅうぎゅうと彼を締め付けてしまう。頭が真っ白になってそれでも彼の首に縋りついている。

　今日一番の絶頂。こんな感覚も、強すぎる快感も初めてで、訳が分からない。

　一瞬遅れて、もう一度深く押し込まれると、被膜越しに彼が白濁を放ったのを感じた。

　くた、と力が抜けた。それでもつながったままのそこは、ドクドクと脈打っている。

　気持ちよくて、心地よくて。強く抱きしめられていて。

「礼人さん、大好き……」

　そう言って、私は彼の首に抱きついた。

















第五章（礼人ｓｉｄｅ）












　沙希が俺のことを好きだと言ってくれて、不覚にも泣きそうになった。

　昔から自分は疑り深くて、そう簡単に相手を信じることはできなかった。

　きっと誰も信じることなんてできないだろうと思っていたんだ。

　――沙希を好きになるまでは。






　小さな頃の沙希は純粋で大人しくて、絵本にでも出てきそうな女の子だと思っていた。

　おままごとに夫役で付き合わされた時、悠希が「おままごとでは夫婦はキスするもんだ」なんて冗談で言ったら本当にやろうとしたので、いずれ誰かに騙されないかは心配だった。

　しかし悠希は悠希で、自分以外が沙希を騙すのを嫌って排除していたのでそれはなかったみたいだが。

　沙希が高校生のころ、悠希は振った女の子の矢面に沙希を立たせた。さすがにそれはひどいんじゃないかと悠希に怒ったことはあるが、悠希は飄々と「あいつは本当に嫌なことは絶対頷かないんだよ。昔からな」と言った。

　あとで知ったけど、悠希に振られた女の子が次の恋に向かえるまで、沙希は真摯に話を聞いてそばにいたらしい。






　それからも悠希からの無理な頼まれごとだけでなく、おばあさんの荷物を代わりに持ったり、迷子の子どもの面倒をみたりと、見るたびに人が良すぎるともいえる沙希の行動を目の当たりにするようになる。そのたび俺は彼女にどんな裏の顔があるのかが気になって目が離せなくなった。

　当時の俺は新入社員として会社に入り、外面のよさそうな人間の裏の顔というやつを何度も見ていたから余計だ。

　きっと人のよさそうな彼女にだって汚い裏の顔があるのだろう。そう思って目が離せなくなった。その反面ではそんなものはないと信じたかったのかもしれない。






　沙希が大学に入った秋。駅で沙希が男になにか言われているように見えた。男は去り、沙希はその背を目で追って顔をゆがめていた。

「沙希？　どうしたんだ？」

　はじかれたように沙希がこちらを見る。

　いつも悠希に無茶を言われながらも困ったように笑っているだけの彼女の泣きそうな顔を見て胸が締め付けられた。初めて見た顔だったからかもしれない。

「礼人さん……えっと聞いてました？」

「いや内容までは。あの男の子は？」

「大迫くん、元カレです」

「……そう」

　彼がいたとわかって胸の奥に黒いものが溜まる。

「さっき振られちゃいました。しかも引き留めなかったから余計怒られちゃって。私が彼の思うような女性になれないのがいけないんですけど」

　沙希はそう言って泣きそうな顔で無理に笑った。

　そんな沙希に俺はなぜかほっとしていて、彼女の頭に手を置いていた。

「いいんじゃないか、沙希は沙希のままでいられる相手のほうが」






　それから沙希のことは気になっていたが、仕事も忙しくなって疎遠になっていた。

　何年か経って俺が営業部の課長に昇進したころ、同期入社のやつが喫煙室で話している声がたまたま耳に入って来たことがある。

　――いいよな、後継ぎは。どうやったって将来社長だもん、やりたいようにできるだろ。

　気さくに話しかけてくる同期だと思っていたが、本音なんてそんなものだ。

　親族の中でも異例のスピードで課長になったから余計だったのだろう。

　親の言いなりになっているわけではないが、仕事自体は楽しいと思っていた。夢中で仕事にのめり込んで営業成績だってトップ。自分の力で実績を上げ、手に入れた役職だと思っていた。

　しかし、その一方でいつまでも自分自身の努力は全く評価されることはないようにも思えた。

　俺の仕事を評価するのではなく、家系を評価しようとする上司だっているのは事実だ。

　苛々していたその日、取引先に行こうとした会社のエントランスで、沙希の姿が目に入った。大学生になった彼女は悠希の頼みをまだよく聞いていて、会社へ彼女が届け物をしにきた時に何度か遭遇したこともある。

「また悠希に頼まれたのか？」

　思わず声をかけていた。

　彼女は俺の方を向くと、いつも通り少し困ったように微笑んで話す。

「はい、私の大学近くの和菓子屋のお菓子を気に入った方がいて、お土産にしたいって。今日は順番待ち一時間でいけましたけど。本当に突然だし、困ったものです」

　いつもいいように使われているだけの沙希についイラついてしまった。

　それでか、つい沙希に当たるようなことを言ってしまった。

「嫌なものは嫌ってもっとはっきり自分の気持ちを言った方がいい」

「すみません」

　なぜか彼女が謝る。さらにムッとしてしまうと、沙希は少し考え、

「今度からもう少し嫌だって言えるように頑張りますね！」

　と意気込んで言った。

　彼女の返事に、息を吐きつい脱力してしまう。

　沙希は昔からこうだ。やっぱり裏表なんてなかった。

　彼女を好きだと自覚した日を線引きするなら、きっとこの日だ。

　それに気づくとこれまで人を信じられず、人を好きになんてなるはずないと意地を張っていた気持ちが萎んでいくのを感じた。

　そんな俺を沙希は、不思議そうに首をかしげて見ていた。

「どうされました？」

「……すまない、さっきはイライラしてぶつけた」

「え？　あ、そ、そうなんですか？」

　それから沙希は目じりを下げて続けた。

「イライラした気持ち、少しは楽になれたならよかったです」

　その言葉に、笑顔に、俺はさらに胸を掴まれた気分になった。

　沙希は続ける。

「実は私、だめもとでこの会社受けようと思ってるんです。兄がいるので悩んだんですけど……この前、ここに来た時礼人さんが取引先の方と話をしているのが見えて。すごく楽しそうに話してた姿が印象的だったんです。なんとなくそれからずっと憧れちゃってて。あ、でも兄には秘密ですよ」

「そう、なのか」

「えぇ」

　それを聞いて、急に悩んでいたことが馬鹿らしくなってきた。

　言わせたい奴には言わせておけばいい。俺は好きなように努力し続けるだけでいい。いつか、こうやって認めてくれる人も増えてくる。

「応援してる。絶対入れよ」

「はい」

　微笑む彼女を見て、なぜかつい握手をするように手を差し出していた。

　彼女がその手を掴む。驚くほど華奢な手にまた胸が締め付けられる。

　もう誰かに取られたくないと強く願った。

「あとな。就活もいいけど……お願いだから、変な男にだけはつかまらないでくれよ」

「え？」

　沙希はにこりと微笑む。

「大丈夫ですよ」

「はぁ……。なにその自信……」

「礼人さん、変なの」

　沙希がそう言って笑って、あぁ、この子はずっときっと変わらないんだろうなと思った。

　長く見てきてそれが分かっていたから俺は唯一彼女だけは信用できたんだ。

　そしてせめて俺がみんなに認めてもらえるような男になるまで待っててほしいと強く願わずにはいられなかった。その後、俺がさらに仕事にのめり込んだのは言うまでもない。

　＊＊＊

「自分が変な男だって自覚はなかったな」

　深夜、腕の中で眠る彼女を見て呟く。

　沙希は俺を騙したと思っているみたいだが、実は彼女は誰も騙せてはいない。

　そこがなんとも沙希らしいのだが。

　それでも、沙希が自分から好きだと言えるまで、俺は俺なりに我慢していた……と思う。

　いや、我慢しきれてなかったか。

　結局悠希が原因でなかなか俺を恋愛対象として見てくれない彼女を、こうして少し無理矢理に手に入れたのだから。

　たぶんそれほどずっと、そして自分で思うよりもっと、俺は彼女が好きだった。

















エピローグ












　そっと目を開けると目の前に礼人さんがいた。

　はぁ、と息を吐いて、それから彼の目を見る。

「も、のど乾きました……おなかも減りました」

「ずっとこうしてればな」

　彼が困ったように笑う。

　本当にそうだ。昨日から何回肌を重ねているんだろう。

　でもどうも礼人さんから頼まれると断れない。

　いや、彼だけのせいじゃない。私がこれを選んでいるのだ。

「食事しましょうよ」

　私が言うと、「あぁ」と返事がある。

　少しだるい身体を起こそうと思ったら抱き寄せられた。

「もう少しだけ、こうしていたい。お願いだ」

「抱きしめるだけならいいですけど」

　そう言ったのに、礼人さんがちゅ、と唇に軽いキスを落とす。

「約束違反ですね。ハリセンボン飲ませますよ？」

　私の声に困ったように笑われる。

　あ、その顔も大好き。

　礼人さんは少し考えた後、口を開いた。

「明日は見合いって言ってもただの顔合わせだが、沙希はいいのか？」

「あー……はい。きちんと会長にも社長にもご挨拶しておかないといけないですし」

「そうか」

　礼人さんの頬が緩む。

「沙希のご両親も来るそうだ。と言ってももう事前了承は悠希がとっているらしいがな」

「……へ!?」

「やっぱり知らなかったか。そこで提案なんだが、明日、顔合わせが終わったら、もう入籍してしまわないか？　そのまま明日から一緒に住もう」

　突然言われて、目が点になる。

　入籍って……。

　確かに結婚まで視野に入っているのだけど早すぎない？

「何言ってるんですか。もう少し手順を守って……」

「周りは喜ぶだろ。沙希のご両親もいつ結婚するんだと楽しみにされているようだし」

　うちの両親のことだからそうだろう。しかも相手は昔から知っていて非の打ち所のない礼人さんだし。

　でもこの急なスピード感に頭がついていかない……。

「……んっ」

　ちゅ、と意思を確かめるように唇が合わさる。それに応えてしてしまうと、礼人さんは愉しそうに舌を滑り込ませて、私の口内をあらかた貪りつくした後、唇を離した。

「よし、善は急げだ。連絡して」

「え？」

「明日には入籍して一緒に住むって、悠希に今連絡して。そうすれば全員に伝わる。それとも直接言いに行く？」

　分かっているけど、昨日の今日で兄に連絡とって突然もう入籍して一緒に住みますとか、なんだかとっても恥ずかしいんだけど。一秒も待てないみたいで……。

「いや、あの」

「俺が言おうか？」

「そ、それくらい、自分で言いますから」

　結局突然の展開に電話でモゴモゴしてしまった私の手からスマホを奪って、礼人さんがきっぱりと「明日の顔合わせのあとにすぐ籍を入れて、そのまま俺のマンションで一緒に住む」と言ってしまったのだった。

　それから礼人さんは兄と少し話して、何を言われたのかふっと意味ありげな笑みを浮かべると電話を切った。

「あんなはっきりと言わなくても」

「必要なことは言えと言ったろ」

「私、昔よりずいぶん言えるようになりましたよ？」

「そうだな、でも俺から見るとまだまだだよ。好きだから心配なんだ」

　礼人さんの端整な顔が近づいてくる。目を瞑ると、そっと唇が触れた。

「そういえば沙希の理想の男って、『とびきりかっこよくて私のことを第一に考えてくれる彼氏』じゃなかった？　夫になるけど、そうなれるようにするから安心して」

「それ何の話ですか」

「沙希が、彼氏がいるって嘘ついた時に言ってた。ああいう時とっさに出るのって理想だろ」

「……よく覚えていますね」

「沙希が話したことは何でも覚えてる。それに沙希の嘘はわかりやすくて面白いからよけいに。『私はそういう軽い女なんです。真面目な部長とは全く釣り合わない軽い女。あぁいうことをしたのは、初めてじゃないですからご安心ください』って嘘もなかなかわかりやすくて笑ったよ。そもそも最初の夜に初めてだって自分で言ってたろ」

「……やっぱり嘘ってばれてましたか」

　本当によく覚えてて揶揄ってくるので兄よりタチが悪い気もする。

　そう思ったのがバレたのか、額を合わせて目をまっすぐ見られた。

「そう。俺に嘘をついてもすぐばれるから、そこはわきまえておくように」

「う……」

「嘘をつく相手とメリットを考えた方がいい。ちなみに最初俺に近づいたのは、部署の噂を確かめるためもあったんだろ？」

「え……？　噂も知ってたんですか」

　部署の噂とは、礼人さんの恋愛対象が男性であるというもの。確かにそれを確かめるためだったとも言える。

　彼は愉しそうに笑った。

「だってアレ、俺が流したウソの噂だから」

「なんでそんな嘘」

「沙希以外が近づいてくるのが面倒でそういう噂を流しておいた」

「……部のみんな、たぶんいまだに信じてると思いますよ？」

「じゃ、結婚報告の時のみんなの顔が楽しみだな」

　白い歯を見せて彼が笑う。

　私が思っていたよりこの結婚相手は真面目じゃなかったのかな、と少々不安になる。

　不安を払しょくするように唇が合わさった。

「愛してるよ、沙希。どんなことがあっても永遠に俺のものだ。これは嘘じゃないからな。覚悟していて」

　ちゅ、と再度唇がくっつく。

　何度かキスされているうちに結局どんな彼だって好きなんだとわかってしまって、微笑んでしまう。

「全部覚悟してます。私もどんな礼人さんだって愛してますから」

　私が言うと、礼人さんは額をくっつけて嬉しそうに目を細めた。
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「もしかして――」

　明日入籍してすぐに一緒に住む、という電話を切る時に悠希が気になっていたことを聞いてみると、礼人はクスッと笑った。

　やっぱりそうだったんだな、と思って悠希も思わず口角が上がる。

　スマホをしまい会長室に戻った悠希を、会長・こと天ヶ瀬賢人けんとが見つめた。

「礼人か？」

「えぇ。礼人と沙希、明日の顔合わせのあとから一緒に住むと。すぐ入籍もしたいそうです。孫の顔もすぐにみられるでしょう」

「本当か。それはよかった。一時はどうなる事かと思った」

　礼人の父である社長も、礼人の結婚は会長に任せるとの一点張りで会長は頭を悩ませていたのもある。

　任されるのは構わないが、肝心の礼人が頑固だからこそ、たったひとつの結果以外は受け入れないだろうとわかってはいた。

　しかもそれがかなり難しそうだと言うことも。

　やはりこの男に任せてよかった。いつのまにか役員連中も手なづけているくらいだし。

　会長は目の前で楽しそうに笑う悠希を見て、そう考えていた。

　＊＊＊

　そもそも悠希は、ずっと礼人が沙希を好きだったことも、沙希が礼人を憎からず思っていたことも知っていたが、沙希をけしかける理由がなかった。

　本当に好きならそのうち付き合いだすだろうと思っていたが、一向に二人が歩み寄る気配もない。

　どうやら沙希が悠希の関係者とは恋愛関係になりたくはないと意地を張っているのが大きな一つの原因でもあるようだ。

　まあ、それもそれで運命だろう。兄バカかも知れないが、悠希は、沙希が結婚するのはまだ少し早いように思っていた。相手が礼人というのも家柄も違うので、心配でもあった。

　会長も社長も家柄の違う妹を喜んで受け入れないだろう。

　それに礼人はいい奴だが、少し厄介な性格をしているし、礼人が弟になるのはちょっとな――。

　そんなことを考えていた時だ、会長から礼人のプライベートを相談されたのは。

　見合いをしても連敗する礼人を案じて、会長から相談された。

「どうしていつもダメなんだ。どこからみても、どこに出しても恥ずかしくない素晴らしいお嬢さんばかりなのに」

　礼人の気持ちも知っていたのであえてその手の話に首を突っ込みたくなかったが、仕方なしに礼人に聞いてみれば、珍しくわざわざ会長室まで礼人の方から出向いてきた。

　プライベートも含む話なので悠希が部屋を出ようとすると、「悠希もここにいて」とさらに珍しいことを礼人は言った。

「実は、沙希以外は見合いのどの女性にも嫌悪感しか抱かずまったく興味がなくて困っています。沙希以外の女性に触れられると寒気がするんです」

　礼人は、会長と悠希の前できっぱりと言った。

　会長は驚いた様子で礼人と悠希に聞く。

「沙希さんとは？」

「私の妹です、ね」

　あっさり悠希が答えた。

「そうなのか」

「だから、もう見合いは持ち込まないでください」

　きっぱりと礼人が言う。

「その沙希さんとお付き合いは？　沙希さんはお前の事をどう思ってるんだ？」

「付き合ってません。私の部下ですよ。自分からいけるはずもない。それに彼女は私のことなどどうとも思っていないでしょう」

「なら早く諦めてくれ」

「言ったでしょう。諦める、諦めないなんて次元じゃないんです。彼女以外、女性として受け付けませんので、どうしても結婚させたいと言うなら、同居と子どもは望まないでください」

　会長が絶句する。

　それを黙って横で見ていた悠希だったが、礼人が会長室を去った後に声を上げて笑ってしまった。

　普段社長と会長、特に会長には反抗しない礼人がはじめてきっぱりと言ったのがこれだったのも悠希にはおかしく思えた。

「アハハ……！　さすが礼人」

「笑い事じゃないだろう。わが孫ながらなんて強情なんだ」

「会長に似たんじゃないですか。あいつは昔からこれと決めたものにも一直線ですから。だから御曹司関係なく仕事で実績も出せたわけですし。そんな礼人が考えを曲げますかね」

「…………」

　会長が黙り込むのはそうだと思ったからだ。

　あそこまで礼人が会長に言うなら、と、悠希は考えを一変させた。

「礼人は決めたことは曲げませんよ。このままでは一生礼人は独身のまま、生涯を終えるでしょう。そして天ヶ瀬グループは……」

　脅すように言葉尻を低くすると、会長が顎に手を置いてさらに押し黙った。

　悠希はかかった獲物を見て、一度引くことに決める。

「といっても、我が家と天ヶ瀬家では家柄が不釣り合いだと私も思います。しかも妹は礼人に恋愛感情は持っていない」

「礼人に、少しもか？」

　会長が驚いたのも無理はない。

　じじバカと言われるかもしれないが、礼人は見目よく、性格も温厚なので、女性から嫌われるタイプではないのだ。

　悠希は考えて、いかに沙希が品行方正で仕事に真剣に取り組んでいるかを伝えた。

「妹は真面目ですから男性に対して身もかたく、以前付き合った男性にも身体は許さない徹底ぶりです。もう二十六なのに兄としては心配なのですが、昨年まで着手していたタイの高級住宅地の開発にもかかわっていて仕事一筋というところがありまして、天ヶ瀬不動産の仕事に夢中になってしまっているんです」

「タイの開発にも関わっていたのか」

「えぇ、今は礼人と一緒に台湾の商業施設に携わっていて、礼人のことは上司として尊敬していると家でもよく話しています」

　実際に聞いたのは一度だが、話は膨らませるに限る。悠希には戦略があった。

「まぁ、礼人には妹を諦めさせる方向に話をもっていきましょう。次のお見合い相手は難波不動産のご令嬢なんてどうでしょう。何百人と見合いさせていればあの礼人でも折れることがあるかもしれない。……ま、折れない可能性のほうが高いでしょうが」

　悠希は手帳で予定を確認しはじめる。

　そろそろ……そう思ったところで、「待て」と会長から声がかかって、悠希はひっそり口角を上げた。

「はい、なんでしょう」

「沙希さんとはどうやってもうまくいかないのか？」

　悠希はさらにひっそりと微笑んだあと、真面目な顔に戻して会長の方を向く。

「かなり骨が折れるでしょうね。なにせ礼人は沙希の上司ですし、沙希だって仕事ばかりで恋愛方面にはさっぱり」

「どうにか、ならないものか」

「それは、ご命令で？」

「……あぁ」

「二人がうまくいけば二人の結婚を許すと？　家柄も釣り合わないのにですか？　そのあたりは会長や社長にこだわりがあったように思っていましたが」

「私と息子が政略結婚だっただけだ。しかし、もうそのような時代でもないだろう。息子は私に任せたと言っているし、説得は簡単だ。何より、沙希さんが自分の意志で、すでに礼人と仕事をともにしているなら、礼人のこともよくわかってくれているだろうし」

「そうですが……」

　そう言って悠希は言葉を切る。少し考えるそぶりをして続けた。

「しかし二人を結婚させるには、二人を一番よく知る私でも骨が折れそうです」

「……なにがほしい」

　悠希が会長を知っているように、会長も悠希のことをよく知っていた。

　この男は、ただで動くような男ではない。

「あぁ、さすが会長。よくおわかりで」

「お前は若いが交渉事はかならずやり遂げる。だからそばに置いてるんだ」

「では、とりあえず臨時ボーナスと、海外旅行と休暇あたりで手を打ちましょうか」

「もちろんだ、頼んだぞ」

「おまかせください」

　悠希がにこりと微笑む。少々寒気のする笑顔だが、会社の将来を思えばこの男に頼るほかなさそうだと会長は思っていた。

　＊＊＊

　約束の日を思い出して、会長は悠希を見て苦笑する。

　そんな会長に悠希は飄々と言った。

「あ、臨時ボーナス楽しみにしてますよ。会社の経費じゃ落とせませんからね。ポケットマネーでお願いします」

「あぁ」

「あと、これから親族ですね。よろしくお願いします」

「……あ、あぁ」

　考えてみればそうか。

「あまり気の許せなさそうな親族ができるな」

「アハハ。まさか腹黒いっておっしゃってます？」

「それくらいでないと会長秘書なんて務まらん」

「それに後継者はもっとでしょうね」

　悠希は嬉しそうに窓の外を見て笑う。先程の礼人との電話を思い出していた。

　――もしかして、ああ言えば俺が沙希を後押しするとわかってて、あのときわざわざ俺の前であんな話をした？

　礼人はクスッと笑っていたが、きっとそうなんだろう。

　悠希は抜け目なさそうな義弟がこの会社の後継者に決まる前に、ゆっくりと海外で羽を伸ばしてこようと思っていた。
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